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序     文 
 

キューバ共和国の主要穀物の自給率は、23％（2008 年）と引き続き低い状況であり、その中で

も、米は、消費量の 65％を輸入に依存しています（2008 年）。そのため、引き続き、米の増産と

その安定供給による食糧安全保障の確立が、国家の優先課題とされています。 

 

しかしながら、キューバ共和国では米の種子生産・配布システムを確立されておらず、このよ

うな現状の改善を目的に、キューバ共和国は「中部地域 5 県における米証明種子の生産にかかる

技術普及プロジェクト」をわが国に要請しました。 

  

これを受けて独立行政法人国際協力機構は、平成 23 年 8 月 27 日から平成 23 年 9 月 18 日の間、

詳細計画策定調査団を派遣し、キューバ共和国政府及び関係機関との間で、技術協力の枠組みに

よる協力計画の策定及び実施体制について協議を行いました。 

 

本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、この報告書が、本協力の

成果発現に向けた取り組みに役立つとともに、キューバ共和国の開発並びに両国の友好・親善の

一層の発展に寄与することを期待いたします。 

  

終わりに、本調査実施にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を

表します。 

 

 平成 23 年 10 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 熊代 輝義 
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カマグエイ県 

シエゴデアビラ県

シエンフエゴス県 

ビジャクララ県 

サンクティスピリトゥス県 

首都ハバナ



  

現地写真 

     
ミニッツ署名              ミニッツ署名時の出席者 

     
        穀物研究所 原原種生産圃場               同左 

   
  穀物研究所の稲刈り取り機（前回プロジェクトで供与）     穀物研究所 登録種子収穫作業 

   
穀物研究所  種子乾燥機           穀物研究所 種子選別機 

 



  

   
 前回プロジェクトで作成した米品種の特性パンフレット 種子生産農家の苗代 

   
 移植後間もない状況の水田（種子生産農家）   穂が出た状況の水田（別の種子生産農家） 

   
地下水を灌漑に利用する農家もいる。 別の種子生産農家の水田（異なる品種の稲が生育） 

   
開発調査時に供与した農業機械        種子検査合格証明書（証明種子）



略 語 表 
略語 スペイン語 和文 

ANAP Asociación Nacional de Agricultores Pequeños 国家小規模農家連合 

CAI Complejo Agro-industrial  農産加工複合体 

CCS Cooperativa de Créditos y Servicios 信用サービス協同組合 

CNSV Centro Nacional de Sanidad Vegetal 国家植物衛生センター 

CPA Cooperativa de Producción Agropecuaria 農牧業生産共同組合 

EPCS Empresa de Producción y Comercialización de Semillas 種子生産流通公社 

ETIG Estación Territorial de Investigaciones del Granos 地域穀物試験場 

FAO Food and Agriculture Organization of the United Nation 国際連合食糧農業機関 

GAIG Grupo Agroindustrial de Granos 穀物農産加工グループ 

IIFT Instituto para Investigación de la Fruticultura Tropical 熱帯果樹研究所 

IIGranos Instituto de Investigaciones de Granos 穀物研究所 

IIHLD Instituto de Investigaciones Hortícolas “Liliana Dimitrova” 野菜研究所 

IIMA 
Instituto de Investigaciones de la Mecanización 

Agropecuaria 
農業機械研究所 

INIFAT 
Instituto de Investigaciones Fundamentales en Agricultura 

Tropical 
熱帯農業基礎研究所 

INISAV Instituto de Investigaciones de Sanidad Vegetal 植物衛生研究所 

INIVIT Instituto de Investigaciones en Viandas Tropicales 根菜類研究所 

JICA Agencia de Cooperación Internacional del Japón 
独立行政法人 国際協力

機構 

MINAG Ministerio de la Agricultura 農業省 

MINCEX Ministerio del Comercio Exterior y la Inversión Extranjera 海外貿易外国投資省 

SEMIFOR 前回の技術協力プロジェクトの略称 

自由流通米証明種子の生

産システムの強化プロジ

ェクト 

SICS Servicio de Inspección y Certificación de Semillas 種子検査証明サービス 

UBPC Unidad Básica de Producción Cooperativa 
農業共同組合生産基礎組

織 

UEB Unidad Empresarial de Base 基礎的企業ユニット 

 

単位（面積と重量） 

面積 カバジェリア （cab） ヘクタール （ha） コルデル 2 

カバジェリア 1 13.42 324 

ヘクタール 0.0745 1 24.143 

コルデル 2 0.0031 0.0414 1 

 

重量 キンタル （qq） ポンド （lb） キログラム （kg） 

キンタル 1 100 46 

ポンド 0.01 1 0.46 

キログラム 0.0217 2.174 1 
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事業事前評価表 
農村開発部畑作地帯第一課 

１．案件名                                            

国 名：キューバ共和国 

案件名：和名 中部地域 5 県における米証明種子の生産にかかる技術普及プロジェクト 

英名 Project for extension and diffusion of technologies for certified rice seed  

production in the central zone of Cuba 

２．事業の背景と必要性                                     

(1) 当該国における農業セクターの現状と課題 

キューバ共和国（以下、「キューバ」と記す）では、主食である米の 1 人当たりの年間消

費量は、約 60kg である。しかし、国内生産量は需要を満たしておらず、2009 年の米の自給

率は約 36％（推計値）であり、残り 64％を輸入に頼っている。このため、米を増産し、輸入

量を減少させ、自給率を高めることが、キューバ政府の重要政策の 1 つとなっている。    

かかる背景により、わが国政府は、稲作面積の 4 割を占める中央地域 5 県1における小規模

稲作の生産性向上を目的とする協力の要請を受け、2003 年 10 月から 2006 年 2 月まで、開発

調査「中央地域における持続的稲作技術開発計画調査」の実施に協力し、中部地域 5 県にお

ける持続可能な自由流通米2の生産改善を実現するための、開発計画の基本方針及び同計画を

構成するアクションプランが策定された。同開発調査では、自由流通米生産における証明種

子3の利用率が約 27％（2003 年）と少なく、生産拡大を図るためには、地域特性に適した優

良品種の導入が急務であり、その導入は米の増産という課題に対し速効性が期待できるとさ

れた。また、自由流通米用の種子認証制度の改善の必要性が提言された。 

同開発調査の提言を受け、2008 年 3 月から 2010 年 11 月にかけて実施された技術協力プロ

ジェクト「自由流通米証明種子の生産システムの強化プロジェクト」では、中部地域 5 県で、

7t の登録種子を生産する等プロジェクトの目標を達成した。 

しかしながら、より多くの稲作農家で証明種子が利用されるようにするため、登録種子の

生産量の拡大と、種子生産農家の種子栽培技術能力向上、及び生産された証明種子が一般生

産農家に届くまでの一連の流れを改善することが次の段階の課題となっている。 

加えて、本プロジェクトの対象地域である中部地域 5 県は、キューバにおける稲作生産面

積の約 4 割を占めており、米生産における重要地域の 1 つである。同地域には、2008 年にリ

ーダー種子生産農家（国家小規模農家連合（Asociación Nacional de Agricultores Pequeños：

ANAP）が選定した 500 戸の種子生産農家）の大半が存在しているが、安定的に種子を増殖

させ一般生産農家に優良な種子を提供するためには、種子生産者の種子栽培技術を向上させ

る必要がある。 

 

 

                                                        
1 シエンフエゴス県、ビジャクララ県、サンクティスピリトゥス県、シエゴデアビラ県、カマグエイ県。中央地域 5 県と後述

の中部地域 5 県は同じ県を指すも、当時の呼び方を記載。 
2 キューバでは、管理形態から政府米と自由流通米に区分されている。政府米は、政府の統制を受ける米で、配給米に充当さ

れる米であり、「自由流通米」は、自家消費不足分を補うことを目的として、個人農家あるいは生産組織により古くから自発

的に生産されてきた米である。 
3 キューバにおける米種子の分類は以下のとおり。原原種は、品種を育成した機関がオリジナルな系統として栽培している種

子。原種は原原種を増殖したもの。登録種子は、原種を増殖したもの。証明種子は、登録種子を増殖したもの。 
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(2) 当該国における農業セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

キューバ政府は、2008 年に法令 259 を発令し、遊休地の使用権を主要穀物を栽培する農民

に与えることで食料の生産増加を図っている。 

また、農業省は、一般生産農家による優良種子の利用を優先事項と位置づけ、種子増殖の

ための登録種子の供給とリーダー種子生産者の能力強化を重視している。 

このほか、2011 年の「党及び改革における経済社会政策方針」では、種子の生産、収穫後

処理、商品化の強化を掲げている。この方針を受けて、農業省は、米を優先生産作物として

位置付け、米の増産を図ろうとしている。 

さらに、農業省は、主要穀物毎に、2015 年までの生産計画を示しており、米に関しては、

2009 年の数値と 2015 年の目標値とを比較すると、面積では、16.1 万 ha から 23.2 万 ha への

増加（7.1 万 ha の増加、割合では 44％の増加）、単位収量では、3.5t/ha から 4.5t/ha への増加

（1.0t/ha の増加）、生産量では、28.5 万 t から 52.8 万 t への増加（24.3 万 t の増加、割合では

85.2％の増加）をめざしている。キューバでは、農業省穀物研究所及び農業省穀物農産加工

グループがこの目標を達成するための実施機関として活動している。 

本事業は、キューバの政策に合致しており、米の種子生産の技術向上によって、単位収量

の増加及び生産量の増加に資する協力として位置づけられる。 

 

(3) 農業セクターに対するわが国及び JICA の援助方針と実績 

本プロジェクトは、わが国の対キューバ援助の基本方針のひとつである、食糧増産のため

の協力に位置づけられる。独立行政法人 国際協力機構（Agencia de Cooperación Internacional 

del Japón：JICA）は、2003 年 10 月から 2006 年 2 月まで開発調査「中央地域における持続的

稲作技術開発計画調査」を、2008 年 3 月から 2010 年 11 月まで技術協力プロジェクト「自由

流通米証明種子の生産システムの強化プロジェクト」を実施した。 

 

(4) 他の援助機関の対応 

ベトナムが西部のピナール・デル・リオ県で稲作技術の農民のための研修コースに対する

支援を実施している。 

３．事業概要                                           

(1) 事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本プロジェクトは、中部地域 5 県において、米の種子生産の技術向上によって、米証明種

子の増産を図り、もって米の単位収量を増加させ、米の増産に寄与するものである。 

 

(2) プロジェクトサイト／対象地域名 

中部地域 5 県（シエンフエゴス県、ビジャクララ県、サンクティスピリトゥス県、シエゴ

デアビラ県、カマグエイ県） 

 

(3) 本事業の受益者（ターゲットグループ） 

中部地域 5 県のリーダー種子生産者 200 名、及び米生産者 6,500 名 

 

(4) 事業スケジュール（協力期間）：2012 年 1 月から 2016 年 1 月まで計 48 カ月を予定 
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(5) 総事業費（日本側）：3.1 億円 

 

(6) 相手国側実施機関：農業省穀物研究所、農業省穀物農産加工グループ 

 

(7) 投入（インプット） 

1) 日本側 

専門家：合計 132M/M 

①長期専門家：2 名 チーフアドバイザー/種子生産技術、普及/業務調整 

②短期専門家：3 名  

種子生産技術普及教材作成、種子収穫後処理技術、農業機械操作・保守 

資機材： 

①種子配布活動に係る資機材 

②種子の生産に係る資機材 

③専門家活動に必要な他の資機材 

2) キューバ側 

カウンターパート人員、専門家用事務所スペース、移動用車輌、経常経費（活動事業費、

光熱費等） 

 

(8) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境に対する影響/用地取得・住民移転 

①カテゴリ分類（A、B、C を記載）：C 

②カテゴリ分類の根拠： 

本案件は｢JICA 環境社会配慮ガイドライン｣2010 年 4 月制定に掲げる、影響を及ぼしや

すいセクター・特性及び影響を受けやすい地域に該当せず環境への望ましくない影響は重

大でないと判断されるため。 

2) ジェンダー・平等推進/平和構築・貧困削減：特になし。 

3) その他 

本案件では、プロジェクト開始時に実施するベースライン調査の結果、旱魃増加等キュ

ーバ国の気候変動に対応する米種子を生産することが必要に応じて活動に含まれるとこ

ろ、気候変動による影響の適応策に資する案件である。 

 

(9) 関連する援助活動 

1) わが国の援助活動 

2.(1)記載のとおり、開発調査「中央地域における持続的稲作技術開発計画調査」

（2003-2006 年）、技術協力プロジェクト「自由流通米証明種子の生産システムの強化プロ

ジェクト」（2008-2010 年）の成果を受け継ぎ、本案件を実施する。 

2) 他ドナー等の援助活動 

ベトナムが農業分野での支援を実施しているが、具体的な内容はキューバ政府の方針に

より公開されていない。現在のところ、キューバ外国貿易外国投資省より他ドナー等との

援助の重複はないことを確認している。また、逐次ベトナム等他の援助活動と重複しない
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ことを先方と確認しながら進める。 

４．協力の枠組み                                          

(1)協力概要 

1) 上位目標：中部地域 5 県において、単位収量の増加により、米の生産が増加する。 

指標：中部地域 5 県において、2018 年までに平均単位収量が、プロジェクト開始前の収量

と比較して、20％増加する。 

2) プロジェクト目標：中部地域 5 県において、育成されたリーダー種子生産者による証明

種子の生産量が増加する。 

指標：中部地域 5 県において、2015 年に 2,000t の証明種子が生産される。 

3) 成果及び活動 

成果 1：登録種子の生産量が増加し、その品質が向上する。 

指標： 

1-1 穀物研究所で生産される登録種子量が、7t から 25t に増加する。 

1-2 2015 年において、登録種子の発芽率が、80％から 90％に向上する。 

活動： 

1-1 証明種子生産のための対象品種を検討・決定する。 

1-2 政府の米生産計画に応じた証明種子生産計画（品種毎の生産）を概定し、そのために

必要な登録種子生産計画を作成する。 

1-3 穀物研究所（本部及び地域試験場）の種子生産にかかわる生産設備（農業機械、収穫

後処理施設など）の能力と稼働状況を調査する。 

1-4 上記の調査結果と登録種子生産計画に基づき、生産設備の整備計画を作成する。 

1-5 上記の生産設備整備計画に基づき、農業機械や収穫後処理施設の整備を実施する（整

備が必要な機械類の特定、機械類の仕様の概定、調達先の検討、費用積算、調達手続

き実施、購入・設置）。 

1-6 穀物研究所で登録種子の品質検査基準の見直し、改訂を行う。 

1-7 登録種子生産計画に基づき、原原種、原種、登録種子の生産を行う。 

 

成果 2：稲作の普及活動が強化される。 

指標： 

2-1  中部地域 5 県の 53 名の普及員（中部地域 5 県の各県担当普及員、及び郡普及員）が、

本プロジェクトの研修を受講し合格証を得る。 

2-2  中部地域 5 県における普及の「業務手順書」が作成される。 

2-3  各対象県において、普及年次計画が作成される。 

活動： 

2-1 穀物研究所に普及部を創設する。 

2-2 穀物研究所普及部と中部地域 5 県の各県担当普及員及び郡普及員の間の情報伝達シ

ステムを構築する。 

2-3 稲作に関する種子生産技術と技術普及に関する農村普及ガイドラインを作成する。 

2-4 普及員に対する研修を実施する。 

2-5 一般の稲作農家に対し、証明種子利用促進を働きかけるための方法を検討し、プロモ
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ーション活動を実施する。 

 

成果 3：リーダー種子生産者の生産技術が向上する。 

指標： 

3-1  200 名のリーダー種子生産者が、本プロジェクトの研修を受講し、合格証を得る。 

3-2  種子検査証明サービス（Servicio de Inspección y Certificación de Semillas：SICS）4によ

る種子証明率が、2015 年において、60％から 80％に向上する。 

活動： 

3-1 種子生産者の現状調査（ベースライン調査：所在地、氏名、栽培面積、栽培品種、栽

培経験、栽培技術、所有農業機械、乾燥・選別・貯蔵方法などの基本情報収集調査）

を実施する。 

3-2 上記のベースライン調査結果を整理・分析し、米種子生産農家の生産技術の水準と改

善策を検討する。また、米生産農家がどのような品種を必要としているか把握する。 

3-3 穀物研究所及び各県のリーダー種子生産農家の圃場に、実証圃場を設けて、種子生産

のために必要な栽培技術の有効性を確認する。 

3-4 実証圃場での栽培結果を分析し、栽培技術の改善を図り、それを種子生産技術ガイド

ラインとして取りまとめる。 

3-5 種子生産農家向けに種子生産技術研修を実施する（研修対象は、種子生産農家及び米

普及員）。 

 

成果 4：SICS 種子検査員の米栽培にかかる技術知識が向上する。 

指標：中部地域 5 県の SICS の 30 名の検査員が、本プロジェクトの研修を受講し、合格証

を得る。 

活動： 

4-1 種子生産圃場の検査ガイドライン（病害虫、禁止されている雑草、赤米等についての

詳細）を作成し、配布する。 

4-2 米の品種特性表を作成し、配布する。 

4-3 穀物研究所及び各県において SICS 種子検査員に対する研修を実施する。 

4) プロジェクト実施上の留意点 

キューバ国内では調達することが不可能な資機材が多いことから、第三国調達、本邦調

達の手続きを迅速に進め、プロジェクト活動に支障がでないよう留意する。 

 

(2) その他インパクト 

キューバにおける食料自給率の向上が期待される。 

５．前提条件・外部条件 （リスク・コントロール）                         

(1) 事業実施のための前提 

1．必要なカウンターパートが配置される。 

                                                        
4 SICS は、国家植物衛生センター傘下の組織である。すべての穀物の種子が基準を満たしているか検査し、種子の品質に応じ

て質を決定する。米に関しては、原種、登録種子、証明種子 1、証明種子 2 のすべてについて、検査・証明サービスを担当

している。 
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(2) 成果達成のための外部条件 

1．資機材の調達に大幅な遅延が生じない。 

2．カウンターパートが頻繁に交代しない。 

 

(3) プロジェクト目標達成のための外部条件 

1．普及員が研修後に普及活動を継続する。 

2．極度の旱魃や洪水が起きない。 

 

(4) 上位目標達成のための外部条件 

1．証明種子が取引される。 

2．米の生産を奨励する政策が継続される。 

3．種子の価格が適切に設定される。 

６．評価結果                                           

本事業は、キューバの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、また計

画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用                           

ボリビア「小規模農家向け優良稲種子普及計画」（2000 年～2005 年）においては米種子生産に

関し、種子を生産する対象者毎に応じた種子生産技術研修を行うことで成果をあげた。キューバ

国の米種子生産についても、対象者毎に応じた技術研修手法を確立していくこととする。 

８．今後の評価計画                                         

事業開始 6 カ月以内 ベースライン調査 

事業終了 6 カ月前 終了時評価 

事業終了 3 年後 事後評価 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の背景・経緯 

キューバ共和国（以下、「キューバ」と記す）の主要穀物の自給率は、23％（2008 年）と引き

続き低い状況であり、その中でも、コメは、消費量の 64％を輸入に依存している（2009 年）。そ

のため、引き続き、コメの増産とその安定供給による食糧安全保障の確立が、国家の優先課題と

されている。 

わが国政府は、稲作面積の 4 割を占める中央地域 5 県における小規模稲作の生産性向上を目的

とする協力の要請を受け、わが国は、2003 年 10 月から 2006 年 2 月までの約 2 年半、開発調査「中

央地域における持続的稲作技術開発計画調査」の実施に協力し、中部 5 県における「持続可能な

自由流通米の生産改善を実現する」ための、「開発計画の基本方針」と「開発計画を構成するアク

ションプラン」が策定された。この開発調査では、自由流通米生産における証明種子の利用率が

約 27％（2003 年）と少ないこと、生産拡大を図るためには、地域特性に適した優良品種の導入が

急務であり、優良品種の導入は速効性が期待できるとされた。また、開発調査の提言の 1 つには、

「自由流通米用の種子認証制度の改善」が含まれている。この開発調査の提言に基づいて、キュ

ーバ政府はわが国に対し「自由流通米生産用の証明種子の生産とその普及」にかかわる技術協力

を要請してきた。 

この技術協力要請を受けて、わが国は、2008 年 3 月から 2010 年 11 月までの 2 年 8 カ月間にわ

たり、「自由流通米証明種子の生産システムの強化プロジェクト」が実施され、原原種生産から、

原種、登録種子の生産までの主として生産システムの強化が実現された（登録種子を用いた種子

生産者による証明種子の生産、証明種子の検定、証明種子の一般農家への配布・利用というプロ

セスについては、プロジェクトに含まれていない）。 

上記技術協力プロジェクトでは、プロジェクト目標は達成されたが、自由流通米を増産させる

ためには、証明種子の生産・配布までを含めた種子生産・配布システムを確立することが必要で

あること、さらに引き続き、登録種子の品質向上と生産量増大が必要なことから、キューバ政府

は、それまでの技術協力の成果をさらに深化させ、証明種子生産者の能力強化等を主目的とする

技術協力プロジェクトの要請をわが国に提出した。 

今回、上記要請を受けて、前回技術協力プロジェクトの成果の確認、要請プロジェクトの基本

計画内容の検討、政策上の位置づけ確認等を目的とする詳細計画策定調査を実施することになっ

た。 

 

１－２ 調査の目的と内容 

(1) 現地調査及び先方政府との協議を行い、プロジェクト基本計画を作成する。 

(2) プロジェクト実施体制（関係機関、人員、予算）、活動内容（達成目標、成果、活動、投

入、協力期間、ターゲットグループ等）を M/M（PDM、PO、R/D 案含む）にて合意する。 

(3) プロジェクト基本計画について評価 5 項目の観点から評価する。 
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１－３ 調査団の構成 

  担当分野 氏 名 所  属 

総括 大木 智之 JICA 農村開発部 畑作地帯第一課 課長 

稲種子生産 國廣 泰史 北海道有機農業研究協議会 副会長 

評価分析 道順 勲 中央開発株式会社 

協力企画 榊 将乃介 JICA 農村開発部 畑作地帯第一課 職員 

   （9 月 11 日から 9 月 17 日までメキシコ事務所 米崎次長が参団） 

 

１－４ 調査日程 

2011 年 8 月 27 日から 2011 年 9 月 18 日まで 詳細は以下のとおり。 

日 曜日 調査内容 場所 

8 月 27 日 土 17：35 成田   (AC002)   16：35 トロント   

8 月 28 日 日 18：10 トロント   (AC970)   21：35 ハバナ ハバナ 

8 月 29 日 月 農業省(MINAG)表敬 MINAG 

8 月 30 日 火 穀物研究所(IIGranos)訪問 

種子生産流通公社調査 

穀物研究所 

8 月 31 日 水 ハバナ カマグエイ カマグエイ 

9 月 1 日 木 研究者、農民インタビュー 

フェーズ１進捗確認 

Vertiente 試験場（ETIG）、

“Ruta Invasora” 農産加工

複合体（CAI） 

Municipio Minas 農場 

9 月 2 日 金 研修者、農民インタビュー 

フェーズ１進捗確認 

La Sierpe 試験場（ETIG）、

“Sur del Jíbaro”農産加工

複合体（CAI） 

Sancti Spíritus、Yaguajay

農場 

9 月 3 日 土 カマグエイ ハバナ 

サンクティスピリトゥス市場視察 

ハバナ 

9 月 4 日 日 資料作成 ハバナ 

9 月 5 日 月 ハバナ県 種子検査証明サービス（SICS）代表、

稲種子配布関係者、農家インタビュー 

----------------------------------------- 

（大木、國廣、榊） 

18：10 トロント  （AC970）  21：35 ハバ

ナ着 

ハバナ 

9 月 6 日 火 農業省(MINAG） 

穀物研究所(IIGranos)訪問        

種子生産流通公社調査 

MINAG 

穀物研究所 

9 月 7 日 水 外国貿易外国投資省(MINCEX)表敬 

 

シエゴデアビラへ移動 

農業省シエゴデアビラ県

事務所 Chambas 農場 
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種子検査証明サービス(SICS)代表、稲種子配布

関係者、農家インタビュー 

9 月 8 日 木 ビジャクララへ移動 

種子検査証明サービス(SICS)代表、稲種子配布

関係者、農家インタビュー 

農業省ビジャクララ県事

務所、Santo Domingo 、

Placetas 農場 

9 月 9 日 金 シエンフエゴスへ移動 

種子検査証明サービス(SICS)代表、稲種子配布

関係者、種子農家インタビュー 

農業省シエンフエゴス県

事務所 Palmira 、Aguada 

de Pasajeros 農場 

9 月 10 日 土 シエンフエゴス   ハバナ ハバナ 

9 月 11 日 日 ・資料整理 

・団内協議 

(米崎次長：ハバナ着） 

ハバナ 

9 月 12 日 月 プロジェクトコンセプト検討（団内） ハバナ 

9 月 13 日 火 プロジェクトコンセプト協議(PDM/機材) 穀物研究所 

9 月 14 日 水 ミニッツ協議(R/D) 穀物研究所 

9 月 15 日 木 ミニッツ協議(総合） 穀物研究所 

9 月 16 日 金 ミニッツ署名 

大使館、河野専門家報告 

農業省/大使館 

9 月 17 日 土 9：35 ハバナ   13：05 トロント   

9 月 18 日 日 14：05 トロント      

 

１－５ データ・情報入手上の制約 

 現地調査開始前に、キューバ農業省の関係機関宛の質問票を準備した。質問票は、穀物研究所

の所長に送付されたとのことであったが、農業省の窓口である国際関係部やその他の関係機関（種

子生産・流通公社、SICS など）へは届いていなかった。そのため、現地に入ってから、農業省国

際関係部、穀物研究所、穀物農産加工グループ、種子生産流通公社の職員に面会した際に、スペ

イン語翻訳された質問票を手渡し、回答作成を依頼した。 終的に、文書で回答を出してきたの

は、穀物農産加工グループだけであった（ただし、回答を得られたのは、質問項目のうち、半分

程度）。穀物研究所の場合、プレゼン資料にいくつかの回答が含まれていた。ただし、回答作成担

当者が、地方の視察同行者でもあったことで回答を作成する時間的余裕がなかったため、文書で

の回答は必ずしも十分には得られなかった。穀物研究所にはその他にも職員がいるので、他の職

員に回答作成作業を担当させる方法もあったのではないかと思う。SICS については、中央レベル

の職員と面談できなかったため、質問票を手渡すこともできなかった。 

 

 このような状況であったため、以下の点に関する情報は、十分には得られてない。 

 キューバの関連政策（①2015 年までのキューバの経済計画、②国家種子戦略、③国家栄養

戦略） 

 農業省の全体組織図、中部地域 5 県の農業省出先事務所の職員数、農業省予算額 

 他ドナーの農業分野での協力実績（ベトナムの稲作分野への協力含む） 

 中部地域 5 県の県別、郡別の自由流通米生産者数 
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 穀物研究所：部署別職員数、予算、2010 年の登録種子配布実績、2010 年に生産された証明

種子の利用内訳（販売量、販売価格、購入農家数）、登録種子及び証明種子の配布の流れの

現状、これまでに JICA が供与した機材の稼働状況、創設予定の普及部の役割・活動・配

置予定の職員数、中部地域 5 県の月別平均気温、中部地域 5 県の県別の政府米及び自由流

通米生産量 

 SICS：組織図、職員数、所有する検査用機材、所有交通手段 

 種子生産流通公社： 組織図、職員数、中部地域 5 県における種子の収穫後処理施設の能

力、貯蔵施設の能力 

 

 地方の視察時における聞き取り調査では、かなり丁寧に情報提供が得られたものの、質問票を

通じた情報収集においては、極めて限られた情報しか入手できなかった。少なくとも、提供でき

る情報であるのか、そうでないのか、もっと説明があってもよかったように思う。 
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第２章 対象地域概要 
 

２－１ 自然状況 

２－１－１ キューバの概要 

キューバ諸島は、キューバ島、青年島、その他の 4,000 以上の島々により構成され、メキシ

コ湾の入口、西経約 74 度 7 分から 84 度 57 分、北緯 19 度 49 分から 23 度 16 分に位置してい

る。総面積は約 110,920 km2（日本の国土面積の約 30％）であり、東西に長く、南北の幅は広

いところで約 191 km（Tararaco 海岸：Camagüey 県北部－Punta de Camarón Grande：Granma 県

南部）、狭いところでは約 31 km（Mariel 海岸―Ensenada de Majana：ハバナ県）である。1976

年以来キューバは、14 の県（169 の郡）及び青年島特別区に区分され、人口は 11,241,161 人（2010

年）、人口密度は 102.3 人/km2 である。なお、2011 年 1 月 1 日に、ハバナ県が 2 つの県（Artemisa

県及び Mayabeque 県）に分割され、現在では計 15 県となっている。 

 

２－１－２ 中部地域 5 県の自然条件等の基礎データ（地理的に西方に位置する県から記載） 

(1) Villa Clara 県 

Villa Clara 県の平均気温は 24℃～26℃、年平均降水量は 1,200mm～1,700 mm である。主

要河川には、Sagua la Grande 川、Sagua la Chica 川、Cana 川、Agabama 川、Zaza 川がある。 

 

(2) Cienfuegos 県 

Cienfuegos 県の平均気温は平地部で 24℃～26℃、山間部で 17℃～24℃、また、平地部の

年平均降水量は約 1,200mm～1,500 mm、山間部で 1,500 mm～2,000 mm である。主要河川

には、Hanábana 川、Caunao 川、Arimao 川がある。 

 

(3) Sancti Spíritus 県 

Sancti Spíritus 県の平均気温は平地部で 24℃～27℃、山間部で 17℃～24℃、平地部の年

平均降水量は約 1,538 mm である。主要河川には、Jatibonico del Norte 川、Higuanojo 川、

Yayabo 川、Jatibonico del Sur 川、Zaza 川がある。 

 

(4) Ciego de Ávila 県 

Ciego de Ávila 県は、総面積 6,783 km2 人口 42.2 万人（2009 年推計値）である。平均気温

は 24℃～27℃、年平均降水量は 1,200 mm～1,400 mm である。主要河川には、Chambas 川、

Calvario 川、Majagua 川、Itabo 川がある。 

 

(5) Camagüey 県 

Camagüey県の平均気温は年間を通じて 24℃～27℃ で、年平均降水量は 1,100 mm～1,500 

mm である。主要河川には Caonao 川、San Pedro 川、Máximo 川、Saramaguacán 川がある。 

 

２－１－２ 降雨量 

中部地域 5 県の月別降雨量（1985 年から 2007 年までの平均値）を表 2-1 に示す。また、一

例として、Villa Clara 県の月別降雨量を図 2-1 に示す。 
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Villa Clara県の月別降雨量 (mm)
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表２－１ 中部地域 5 県の月別降雨量(mm) 

県 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

Villa Clara 34.7 35.6 51.8 59.5 160.1 181.6 146.1 159.2 186.0 193.5 90.4 55.1 1,353.5 

Cienfuegos 36.1 35.9 48.4 66.9 189.0 261.0 185.2 196.9 226.8 176.6 64.2 43.1 1,530.0 

Sancti Spíritus 32.5 32.2 45.1 62.4 219.3 247.0 165.4 175.4 193.1 179.4 65.9 35.5 1,453.1 

Ciego de Ávila 29.7 30.1 45.8 53.5 180.2 228.4 131.2 160.7 179.8 158.4 77.3 38.2 1,313.3 

Camagüey 28.8 35.1 42.5 60.2 171.0 184.6 113.3 145.5 169.3 146.3 73.7 35.5 1,205.7 

注：1985 年から 2007 年までの平均値、ただし 1992 年及び 1993 年のデータがないので、21 年分の平均値。 

出典：国家統計局ウェブサイト（Oficina Nacional de Estadistica） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ Villa Clara 県の月別降雨量（mm） 

 

 中部地域 5県の年間降雨量は、Camagüey県の 1,200mmが最も少なく、Cienfuegos県の 1,530mm

が最も多くなっている。1 年を通じて降雨があるものの、5 月から 10 月までの降雨量が多く、

この期間が雨期に相当し、11 月から 4 月までに乾期に相当する。 

 

２－２ 社会経済状況 

 中部地域 5 県の県別の面積、人口、市町村数を表 2-2 に示した。 

 

表２－２ 中部地域 5 県の県別の面積、人口、市町村数 

県名 面積 (km2) 人口（人）（2009 年） 市町村数（郡）

Villa Clara 8,412 803,690 13 

Cienfuegos 4,180 405,545 8 

Sancti Spíritus 6,736 465,542 8 

Ciego de Ávila 6,783 422,643 10 

Camagüey 15,615 782,582 13 

計 41,726 2,880,002 52 

出典：Anuario Estadístico de Cuba 2009、Oficina Nacional de Estadistica（ウェブサイト） 
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 中部地域 5 県の中では、Camagüey 県の面積が 15,615km2 と最も大きく、最も小さいのは、

Cienfuegos 県の 4,180km2 である。5 県全体の面積は、41,726km2 で、キューバの国土面積の 38％

を占める。県別人口では、Villa Clara 県が 80 万人、Camagüey 県が 78 万人と大きく、その他の 3

県は 40 万人台である。5 県全体の人口は、288 万人で、キューバ全人口の 25％を占める。 

次に、中部地域 5 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口を、表 2-3 から表

2-7 に示した。共通する地理的特徴は、各郡から県の中心地までの距離が、20km から 70km と、

かなりの距離があることである。道路状況があまり良くない場所もあるので、移動に時間を要す

る場合も生じる。 

 

表２－３ Villa Clara 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口 

No. 郡名 面積（km2） 割合（％）県中心地までの距離（km） 人口（人）2009 年

01 Corralillo  836.92 9.95 95 27,554

02 Quemado de Güines 340.23 4.04 72 22,474

03 Sagua la Grande  944.65 11.23 51 54,438

04 Encrucijada  562.62 6.69 28 34,273

05 Camajuaní  612.88 7.29 25 62,657

06 Caibarién  426.15 5.07 51 37,902

07 Remedios  558.58 6.64 43 45,836

08 Placetas  600.59 7.14 36 71,766

09 Santa Clara  517.61 6.15 （中心地） 239,091

10 Cifuentes  513.17 6.10 28 28,850

11 Santo Domingo  880.59 10.47 38 53,007

12 Ranchuelo  554.01 6.59 19 56,659

13 Manicaragua  1,064.41 12.65 30 69,183

 計 8,412.41 100.0 --- 803,690

出典：Anuario Estadístico Separata 2009, Villa Clara, Edición 2010, Oficina Nacional de Estadística 

 

表２－４ Cienfuegos 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口 

No. 郡名 面積（km2） 割合（％） 県中心地までの距離（km） 人口（人）2009 年 

01 Aguada de Pasajeros 680.23 16.3 65 32,017

02 Rodas 548.53 13.1 28 33,496

03 Palmira 318.01 7.6 16 33,206

04 Lajas 431.50 10.3 46 22,247

05 Cruces 197.75 4.7 34 32,059

06 Cumanayagua 1,101.84 26.4 33 50,889

07 Cienfuegos 341.27 8.2 （中心地） 170,487

08 Abreus 560.89 13.4 28 31,144

 計 4,180.02 100.0 --- 405,545

出典：Anuario Estadístico Separata 2009, Cienfuegos, Edición 2010, Oficina Nacional de Estadística 
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Villa Clara 県 Cienfuegos 県 

 
 

 

表２－５ Sancti Sp ritus 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口 

No. 郡名 面積（km2） 割合（％） 県中心地までの距離（km） 人口（人）2009 年 

01 Yaguajay  1,042.27 12,4 69 58,871

02 Jatibonico  763.46 9,3 30 43,310

03 Taguasco  515.18 7,8 29 36,265

04 Cabaiguán  596.43 14,5 19 67,526

05 Fomento  474.64 7,1 45 32,949

06 Trinidad  1,158.74 16,1 67 74,892

07 Sancti Spíritus 1,151.02 29,2 （中心地） 136,768

08 La Sierpe  1,034.77 3,6 31 16,961

 計 6,736.51 100.0 --- 465,542

出典：Anuario Estadístico Separata 2009, Sancti Spíritus, Edición 2010, Oficina Nacional de Estadística 

 

表２－６ Ciego de  vila 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口 

No. 郡名 面積（km2） 割合（％） 県中心地までの距離（km） 人口（人）2009 年 

01 Chambas  1,177.22 17.4 76 39,091

02 Morón  585.52 8.6 38 64,671

03 Bolivia  894.14 13.2 71 16,110

04 Primero de Enero  716.69 10.6 56 27,106

05 Ciro Redondo  575.70 8.5 24 29,049

06 Florencia  283.73 4.2 71 19,354

07 Majagua  541.53 8.0 28 24,416

08 Ciego de Ávila  435.72 6.4 （中心地） 143,449

09 Venezuela  835.82 12.3 14 26,483

10 Baraguá  737.06 10.9 32 32,914

 計 6,783.13 100.0 --- 422,643

出典：Anuario Estadístico Separata 2009, Ciego de Ávila, Edición 2010, Oficina Nacional de Estadística 
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Sancti Spíritus 県 Ciego de Ávila 県 

  

 

表２－７ Camag ey 県の郡の名称、面積、県の中心地までの距離及び郡の人口 

No. 郡名 面積（km2） 割合（％） 県中心地までの距離（km） 人口（人）2009 年 

01 Carlos Manuel de 

Céspedes  

664.13 4.3 48 24,669

02 Esmeralda  1,224.28 7.8 85 31,186

03 Sierra de Cubitas  559.80 3.6 62 19,391

04 Minas  1,004.82 6.4 37 37,720

05 Nuevitas  1,777.53 11.4 78 57,662

06 Guáimaro  1,849.31 11.8 80 43,042

07 Sibanicú  745.11 4.8 50 31,360

08 Camagüey  1,093.22 7.0 （中心地） 325,024

09 Florida  1,743.78 11.2 39 71,508

10 Vertientes  2,024.39 13.0 28 53,736

11 Jimaguayú  793.24 5.1 23 21,376

12 Najasa  901.41 5.8 43 16,067

13 Santa Cruz del Sur  1,234.00 7.9 79 49,841

 計 15,615.02 100.0 --- 782,582

出典：Anuario Estadístico Separata 2009, Camagüey, Edición 2010, Oficina Nacional de Estadística 

Camagüey 県  
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GAIG：　Grupo Agroindustrial de Granos

EPCS：　種子生産流通公社　（Empresa de Producci n y Comercializaci n de Semillas）

IIFT：　熱帯果樹研究所（Instituto para Investigaci n de la Fruticultura Tropical）

INIFAT：　熱帯農業基礎研究所（Instituto de Investigaciones Fundamentales en Agricultura Tropical）

IIHLD：　野菜研究所（Instituto de Investigaciones Hort colas “Liliana Dimitrova”）

INIVIT：　根菜類研究所（Instituto de Investigaciones en Viandas Tropicales）

INISAV：　植物衛生研究所（Instituto de Investigaciones de Sanidad Vegetal）

農業大臣
Ministro

各種作物担当副大臣
Vice Ministro de Cultivos Varios

副大臣

Vice Ministro
副大臣

Vice Ministro

根菜類部

Direccion de Vianda

野菜部

Direccion de Hortaliza

種子部

Direccion de Semilla

調達部
Direccion Logistica

穀物研究所
IIGranos

国家植物衛生センター
CNSV

(SICS：種子検査・証明
システム)

IIFT

公社グループ
Grupos Empresariales

穀物農産加工グ
ループ
GAIG

EPCS

GAIF

研究所

INIFAT

IIHLD

INIVIT

INISAV

第３章 相手国側実施機関・協力機関 
 

３－１ 農業省の組織と関連政策 

３－１－１ 本プロジェクトにかかわることになる農業省内の組織について 

 本プロジェクトの責任機関として位置づけられるのが農業省である。協力案件の申請から採

択までの窓口となるのは、農業省の国際関係部（Dirección de Relaciones Internacionales）である。

なお、農業省国際関係部の説明によれば、プロジェクト開始後は、農業省のビジネス・協働部

（Dirección de Negocios y Colaboración）が主たる窓口となるとの話であった。 

 本プロジェクトの実施責任者（プロジェクト・マネージャー）に予定しているのは、農業省

の各種作物担当副大臣である。この副大臣の管轄下に、実施機関として位置づけられる、穀物

研究所と穀物農産加工グループがある。また、本プロジェクトにかかわることになる、種子検

査・証明システム（国家植物衛生センター内の部署）及び種子生産・流通公社も同副大臣の管

轄下にある。これらの関連組織の関係を図 3-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 各種作物担当大臣が管轄する組織 

 
  注 1：穀物研究所作成プレゼン資料及び聞き取り情報を総合して作成したもの。 

  注 2：農業省内に種子部が新設されたとの情報があったが、この部署が、どこの管轄下で、どのような役割を持つのかに

ついての情報は入手できなかった。 

 

３－１－２ 農業省の政策関連情報 

 農業省の「2015 年までの各種作物の予測戦略（Proyección Estratégica de los Cultivos Varios hasta 

el año 2015）」では、主要穀物毎に、2015 年までの生産計画を示している。それを表 3-1 に示す。 

 

サービス）
証明 
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表３－１ 主要穀物の生産計画 

作物 2009 年 2011 年 2013 年 2015 年 

 
面積 

（千 ha）

収量

（t/ha） 

生産量 

（千 t） 

面積 

（千 ha） 

収量 

（t/ha）

生産量

（千 t）

面積 

（千 ha）

収量 

（t/ha）

生産量 

（千 t） 

面積 

（千 ha） 

収量 

（t/ha） 

生産量 

（千 t）

フリホ

ール豆 

120 1.2 144 124 1.25 155 127 1.3 165.1 129 1.4 180.6

トウモ

ロコシ 

115 2.8 322 128 2.95 377.6 138 3.2 441.6 145 3.3 478.5

米 161 3.5 285 199 3.6 362.1 249.6 3.8 479 232.3 4.5 528

大豆 1.2 1 1.2 20 1.4 28.8 38 1.65 62.7 55 2 110

ソルガム 2 1.2 2.4 15 1.35 20.2 27 1.6 43.2 34 1.8 63

計 406.2 --- 754.6 483.3 --- 943.7 577.0 --- 1191.6 364 --- 832.1

 

米について、2009 年の数値と 2015 年の目標値とを比較すると、面積では、16.1 万 ha から 23.2

万 ha への増加（7.1 万 ha の増加、割合では 44％の増加）、収量では、3.5t/ha から 4.5t/ha への増

加（1.0t/ha の増加）、生産量では、28.5 万 t から 52.8 万 t への増加（24.3 万 t の増加、割合では

85.2％の増加）を展望している。 

これと関連するが、穀物研究所によるプレゼン資料では、2002 年の米生産量、2011 年と 2015

年の米生産計画を、次のとおりとしている。 

 

(1) 2002 年の生産量 

 自由流通米セクターの米生産量： 225,657t 

 このうち、政府への販売量：    39,455t（17.5％） 

 

(2) 2011 年の生産計画 

 総栽培面積：173,000 ha 

 平均収量：3.4 t/ha 

 政府米セクターの栽培面積：    42,000 ha（24.3％） 

 自由流通米セクターの栽培面積： 131,300 ha（75.7％） 

 

(3) 2015 年の生産計画 

 総栽培面積：253,000 ha 

 平均収量：4.19 t/ha 

 政府米セクターの栽培面積：    51,000 ha（20.1％） 

 自由流通米セクターの栽培面積： 202,000 ha（79.9％） 

 総生産量（白米換算）：430,000t 

 

 既述のとおり、農業省の「国家種子戦略」、「国家栄養戦略」についての情報は得られなかっ

たが、穀物研究所作成のプレゼン資料では、関連政策に関する以下の説明があった。 
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 農業省内に種子部を設置したこと。 

 種子生産流通公社の強化（これまで、米の種子の収穫後処理・販売を担当していなかっ

たが、米増産の重要性が高まったため、一部の施設では、米の種子の収穫後処理・貯蔵・

販売を開始している）。 

 自由流通米セクターのリーダー種子生産者の発掘。 

 種子生産農家の生産意欲を高めるため、品質に応じた米種子の新価格（案）の提案。 

 

現在、自由流通米向けの種子の政府価格（公定価格）は、買い入れ価格が 200 キューバペソ

/キンタル（1 キンタルは 46kg）、販売価格が 280 キューバペソ/キンタルと設定されている1。現

在、米種子の新価格（案）が農業省内で検討されている。提案価格は、表 3-2 のとおりである。

種子のカテゴリー別に価格を設定していること、そして、より高い価格に設定して、種子生産

者にとってより魅力ある価格としていることが特徴である。この新価格案は、農業大臣の承認

待ちの段階にあり、承認されれば農業省決議（Resolution）として制定される見通しである。政

府機関が種子生産者から種子を購入する際には、この価格が適用されることになる。 

 

表３－２ 米種子の新価格（案） （単位：キューバペソ/キンタル） 

カテゴリー 
購入価格 販売価格 参考（以前の政府米セ

クターの種子価格） 生籾 乾燥籾 （分類・処理後） 

原種 --- --- 550.0 233.0 

登録種子 250 327.46 371.7 40.0 

証明種子 1 220 288.49 330.0 29.5 

証明種子 2 200 262.52 300.0 22.5 

Fiscalizada 180 236.54 270.6  

注 1：原原種とは、品種を育成した機関がオリジナルな系統として栽培している種子。原種とは原原種を増殖したもの。登録

種子は、原種を増殖したもの。証明種子は、登録種子を増殖したもの。なお、これまでキューバでは、原原種 原種 

登録種子 証明種子 1 証明種子 2 Fiscalizada の順に、増殖により、世代を経ることで、種子カテゴリーが決められて

いたが、新規のカテゴリー分類では、これまでの分類に加えて、その品質によって、登録種子から証明種子 1、証明種

子 2、Fiscalizada のいずれかのカテゴリーに分類される方法も加わっている。 

注 2：1 キンタル= 46kg 

 

３－１－３ 遊休農地の利用に関する法令： 法令 259 号 

 2008 年 7 月に制定された法令で、遊休地の利用権を農家に譲渡し、生産増加を図ろうとして

いる。これまでに、米生産向けには、約 91,000ha についての利用権が譲渡され、そのうち、

41,000ha は、稲作 CAI が所有している農地の利用権を譲渡したものであるとのこと。 

 

３－２ 穀物研究所 

 前回の技術協力プロジェクトの実施機関であり、本件技術協力プロジェクトにおいても主たる

実施機関となる。穀物研究所の名称は、以前、稲作研究所であり、約 40 年の稲研究の歴史を持っ

ていた。2009 年に穀物研究所と名称を変え、他の穀物も研究対象となった（以下の使命の項を参

照のこと）。穀物研究所の本部は、首都ハバナ市の近郊、Artemisa 県内にある（2011 年にハバナ

                                                        
1 参考として、各種作物種子の公定価格表を付属資料 3 に示す。 
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県が分割され、新規にできた県の 1 つ）。 

  

３－２－１ 穀物研究所の使命 

 穀物研究所の使命は、「人間及び動物の食糧を満足できるよう貢献するために米やその他の

穀物の総合的に開発すること」である。対象穀物は、米、フリホール豆、トウモロコシ、大豆、

ソルガム、Vignas と呼ばれる豆科植物である。 

 

３－２－２ 組織 

  図 3-2 に穀物研究所の組織図を示す。 

 

図３－２ 穀物研究所の組織図 

 

所長の下に、7 つの部署があり、本プロジェクトで中心になるのは試験研究部である。その

他には、地方にある 3 つの地域穀物試験場や人事部等の事務部門がある。本プロジェクトにお

いて、普及部を創設することが活動に含まれているが、試験研究部内に設ける計画である。た

だし、組織規定に加えることまでは想定していないとの話であった。 

部署別の職員数についてのデータは入手できなかったが、穀物研究所本部及び 3 カ所の地域

穀物試験場の研究者のカテゴリー別（職位別）の人数については、表 3-3 のデータを得た。 

 

表３－３ 研究者のカテゴリー別人数 

 カテゴリー  内訳 

場所 
職位 4 

Titular 

職位 3 

Auxiliar

職位 2 

Agregado

職位 1 

Aspirante 
計 修士 博士 

穀物研究所 本部 4 10 5 2 21 6 4 

ETIG Sur de Jibaro (Sancti Spíritus 県) - 5 1 - 6 4 1 

出典：　要請書

注：　新設予定の普及部については、聞き取り情報から加えた。なお、聞き取り情報では、普及部を創設するといっても、組織規定に加えるという話ではなかった。

所長
Direcci n General

所長補佐
Direcci n Adjunta

共産党関連職員
Cuadro

監査課
Auditor a

法務課
J ridico

品質課
Calidad

保安室
Jefe Seguridad y

Protecci n

試験研究部
Direcci n de
Investigaci n

人事部
Direcci n de Capita

Humano

会計・財務部
Direcci n Contable

Financiera

調達サービス部
Direcci n de Logistica

Servisio

地域穀物試験場
ETIG Sur del J baro
（Sancti Spiritus県）

地域穀物試験場
EIIG Vertientes
（Camaguey県）

地域穀物試験場
ETIG Jucarito
（Granma県）

経済管理課
Grupo Gesti n

Econ mica

会計・財務課
Grupo Contabilidad

y Finanzas

育種グループ
Grupo de Mejoramiento

Gen tico

作物管理グループ
Grupo de Manejo de

Cultivo

農業工学グループ
Grupo de Ingenier a

Agr cola

開発グループ
Grupo de
Desarrollo

圃場試験チーム
Brigada de Experimentaci n

de Campo

科学技術グループ
Grupo de Ciencia y

T cnica

管轄範囲
Sancti Sp ritus, Villa
Clara, Cienfuegos

管轄範囲
Camag ey,

Ciego de  vila

管轄範囲
Granma, Santiago de

Cuba

普及部（新設）
Departamento de

extensionismo
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ETIG Ruta Invasora (Camagüey 県) - - 1 - 1 - - 

ETIG Jucarito (Granma 県) 1 2 - 1 4 2 1 

計 5 17 7 3 32 12 6 

注 1：カテゴリーについては、数字の大きい方が職位が高い。 

注 2：Camagüey 県にある試験場は、2010 年末まで Camagüey 県にある稲作 CAI の所属であったが、2011 年 1 月から穀物研究

所の管轄下になった。 

 

 前回の技術協力プロジェクト時及び終了後に、穀物研究所は、穀物研究所所属の普及員とし

て、各県に普及担当者を配置している（プロジェクト期間中に 2 名と終了後に 3 名）。表 3-4 に

県別の普及員の氏名を示す。5 名のうち、2 名は、地域試験場に配置され、そこに勤務してい

る。その他の 3 名は、担当県内に居住し、月に 2～3 回、管轄する部署に行き、活動や計画の

進捗報告を行っているとのこと。 

 

表３－４ 穀物研究所の普及員のリスト 

氏名 担当県 備考 普及員を管轄する

部署 

Ms. Odalys Pérez Villa Clara JICA 本邦研修受講者 
Villa Clara 県内に居住 

Sancti Spíritus の地

域試験場 

Mr. Berto 
Oquendo 

Cienfuegos JICA 本邦研修受講者 
Cienfuegos 県内に居住 

穀物研究所本部 

Ridelmis 
Rodríguez 

Sancti Spíritus JICA 本邦研修受講者 
ETIG “Sur del Jíbaro”に勤務 

Sancti Spíritus の地

域試験場 

Mr. Alejandro 
González 

Ciego de Ávila Ciego de Ávila 県の Chambas 郡に居住

（ も稲作の盛んな郡） 
Sancti Spíritus の地

域試験場 

Fermín Rodríguez Camagüey ETIG “Vertientes”に勤務 Camagüey の地域

試験場 
注 1：穀物研究所プレゼン資料及び聞き取り情報から作成 

注 2：これら普及員は、前回プロジェクトで供与されたオートバイを利用して活動を行っている。（供与数は、計 5 台） 

注 3：ETIG = 穀物地域試験場（穀物研究所） 

 

３－２－３ 前回プロジェクト終了後における活動実績 

 穀物研究所側説明（プレゼン資料）によると前回プロジェクト終了後、次の点で活動が進捗

しているとのこと。 

 Cienfuegos 県、Villa Clara 県、Ciego de Ávila 県に穀物研究所の普及員を配置した。 

 自由流通米セクターの種子生産者の栽培状況を考慮して、種子検査証明サービス(SICS)

の種子証明基準の見直しと修正案提示を行った。 

 証明種子の質別・カテゴリー別の新価格提案を行った。 

 リーダー種子生産者が生産した種子のモニタリングの継続。 

 第 5 回国際米会議（2011 年 6 月 6 日～6 月 10 日にハバナ市で開催）で前回プロジェクト

の成果について発表。 

 原原種、原種、登録種子の生産の継続。 
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総裁室

Direcci n General

一般サービス部

Unidad Servicios
Generales

農業生産部

Subdirecci n de
Producci n Agr cola

工業部 
Subdirecci n de

Industria

調達部
Subdirecci n de

Log stica

人材部
Subdirecci n de 

Recurosos Humanos

経済部 
Subdirecci n de

Econom a

ミックス企業(3)
3 Empresas Mixtas: 2 en
Venezuela y 1 en Cuba

稲作 CAI (9 県に 9 企業） 
9 CAI Arroceros
en 9 provincias

農牧公社(1)及び牧畜公社(1)
1 Empresa Agropecuaria y 1

Empresa Pecuaria

保証・サービス公社(1)
1 Empresa de

Aseguramiento y Servicios

３－３ 穀物農産加工グループ 

 本プロジェクトのもう 1 つの実施機関となるのが、穀物農産加工グループである。 

 

３－３－１ 穀物農産加工グループ（Grupo Agroindustrial de Granos：GAIG）の役割 

 米生産、その他の穀類の生産、及びこれら穀類を加工した産品に係る資材、技術、生産性

を確保する活動を仕向け、監督し、管理すること。さらに、技術、生産、経済、財務、人

材にかかわる結果の評価。 

 米及びその他穀類の農業プログラム及び工業プログラムを開発するための指導と貢献。 

 家畜生産（牛、バッファロー、羊、山羊、鶏）、その他の作物生産、森林などの管理と開

発。 

 米生産及びその他の穀物の科学技術開発における調整・監督・普及。 

 

 穀物農産加工グループは、そのオフィスを農業省本部内に持ち、主として、米生産にかかわ

る政策調整や規範を決める任務を担っている。一方、後述する傘下の稲作 CAI は、米生産を担

当する組織である。種子生産に関しては、穀物研究所と一緒に毎年の種子生産計画を作成して

いる。 

 

３－３－２ 組織 

 穀物農産加工グループの組織図を図 3-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ 穀物農産加工グループの組織図 

 

総裁のもとに、6 つの部があり、また傘下に稲作、農産加工複合体（Complejo Agro-industrial：

CAI）などの公社を持つ。9 つある CAI の名称と所在県は、次のとおりである。 

1) CAI Los Palacios（Pinar del Rio 県） 

2) CAI Habana（Mayabeque 県及び Artemisa 県） 

3) CAI Sur（Matanzas 県） 
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4) CAI Aguada（Cienfuegos 県） 

5) CAI Sur del Jibaro（Sancti Spíritus 県） 

6) CAI Maximo Gomez（Ciego de Ávila 県） 

7) CAI Ruta Invasora（Camagüey 県） 

8) CAI J. M. Capote（Granma 県） 

9) CAI Fernando Echenique（Granma 県） 

 

本プロジェクトでは、中部地域 5 県内にある稲作 CAI と密接に協力しつつ、プロジェクト活

動を進めることになる。 

穀物農産加工グループから入手した資料によると、関連組織として基礎的企業ユニット

（Unidad Empresarial de Base：UEB）が 123 組織、農業共同組合生産基礎組織（Unidad Básica de 

Producción Cooperativa：UBPC）が 17 組織、農牧業生産共同組合（Cooperativa de Producción 

Agropecuaria：CPA）が 4 組織、信用サービス協同組合（Cooperativa de Créditos y Servicios：CCS）

が 41 組織ある。また、労働者数については、総数が 16,558 名（政府及び UBPC）で、技術者

が 3,435 名、米生産者数が 15 万人となっている。 

 

３－３－３ 中部地域 5 県における稲作 CAI の所在地と収穫後処理施設の有無 

 穀物農産加工グループ職員からの聞き取り情報では、中部地域 5 県にいずれにも稲作 CAI が

あるが、米の乾燥、選別、貯蔵施設を持っているのは、伝統的 CAI（大規模な CAI）が存在す

る Sancti Spíritus 県と Camagüey 県の 2 県である。所在地と収穫後処理施設の有無を表 3-5 に示

す。 

 

表３－５ 稲作 CAI の所在地と収穫後処理施設の有無 

県 CAI の所在地 CAI の収穫後処理施設の有無 

1 Villa Clara Encrucijada 郡 Calabazar de Sagua なし 

2 Cienfuegos Aguada 郡 なし 

3 Sancti Spíritus Sierpe 郡 あり（処理・貯蔵） 

4 Ciego de Ávila Municipio de Chambas 郡 Punta Alegre なし 

5 Camagüey Vertientes 郡 あり（処理・貯蔵） 

出典：穀物農産加工グループ職員からの聞き取り情報 

 

 なお、CAI の収穫後処理施設は、1970 年代から作られたものである。稲作 CAI の収穫後処理・

貯蔵施設は、上記のとおり、中部地域 5 県中、2 県にのみある。Sancti Spíritus 県と Camagüey

県にある CAI は、伝統的で大規模な CAI である。Camagüey 県にある CAI では、傘下の種子生

産者の種子だけ、乾燥・選別等の処理を受け付けている。他の種子生産者からの種子は、施設

容量が大規模であること、そして、処理している品種が 3 品種程度（Reforma、Prosequisa、 

IACuba-33）に限られているため、少量の種子や多品種の処理には対応できないとのことで受

け付けていない。一方、Sancti Spíritus 県にある CAI では、個別の種子生産農家からも処理を受

け付けるが、種子生産について前もって契約していることが条件であり、また、実際には、運
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搬距離の面から、処理されているのは、CAI の処理施設がある郡内の種子生産者だけである

（Vertientes 郡）。Camagüey 県にある CAI と Sancti Spíritus 県にある CAI の概要と収穫後処理施

設の概要については、付属資料 4 を参照のこと。 

その他の 3 県の CAI は、大規模な施設を持たない新しい CAI である。穀物農産加工グループの

2016 年までの計画によると、収穫処理施設を持たない県の CAI については、新規に施設（収穫

後処理施設と貯蔵施設）を設置する予定があるとの話であった。 

 

３－３－４ CAI の米普及員 

 CAI が雇用する普及員が、農業省の県事務所及び郡事務所に配置されている。農業省の郡事

務所には、すべての分野を担当する普及員が配置されていることに加えて、稲作が行われてい

る郡の多くに米担当の普及員が配置されている。この米担当普及員がCAI雇用の普及員である。

中部地域 5 県で計 48 名の米普及員が配置されている。各県ごとの米普及員数は、表 3-6 のとお

りである。参考として、Camagüey 県及び Sancti Spíritus 県における米普及員が配置されている

郡を付属資料 5 に示した。 

 

表３－６ 県別の米普及員の人数 

県 農業省郡事務所配置 農業省県事務所配置 県内の郡数 

Villa Clara 8 2 13 

Cienfuegos 8 2 8 

Sancti Spíritus 7 2 8 

Ciego de Ávila 7 2 10 

Camagüey 8 2 13 

計 38 10 --- 

出典：キューバ側から得た情報 

 

３－４ 種子検査・証明システム(SICS) 

 国家植物衛生センター傘下の組織である。なお、組織図や職員数等に関する詳細情報は得られ

なかったが、聞き取り情報では、中部地域 5 県に合計 30 名の種子検査官がいるとのことである。

本プロジェクトでは、種子検査官が、能力向上の対象として、研修対象となる。なお、上記聞き

取り情報と数値上の整合性に欠けるが、参考までに県別の検査官数について表 3-7 に示す。 

 

表３－７ 県別の SICS 検査官（各県での聞き取り情報） 

県 Villa Clara Cienfuegos Sancti Spíritus Ciego de Ávila Camagüey 

検査官数 13 名 

（13 郡） 

4 名 

（8 郡） 

各郡に事務所

あり（8 郡） 

5 名 

（10 郡） 

不明 

（13 郡） 

注：カッコ内の数値は、各県の郡の総数 

 

 種子の検査は、水田での圃場検査と収穫後のラボ検査とに大きく分けられるが、多くの場合、

各郡に SICS の事務所があり、圃場検査官が配置されているとのこと。また、各県の中心地にラ

ボを有し、種子サンプルの検査を行い、 終的に種子としての合格・不合格を決定している。 
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３－５ 種子生産・流通公社 

 近年までは、米以外の穀物、野菜、果樹等の種子の生産・販売を担っていたが、米増産の重要

性の高まりと共に、既存施設を使って米種子の乾燥・選別・処理・貯蔵も行うようになっている。 

この種子生産・流通公社に関する詳細情報は得られなかったが、中部地域 5 県における収穫後

処理施設の有無を聞き取りしたので、その結果を表 3-8 に示す。 

 

表３－８ 種子生産・流通公社の中部地域 5 県における収穫後処理施設の有無 

 県 種子生産流通公社の収穫後処理施設の有無 

1 Villa Clara あり（処理・貯蔵）、場所：Ranchuelo 郡 La Experanza 

施設自体は、1970 年代からある。自由流通米の米種子の処理は、2009 年

から開始。 

2 Cienfuegos あり（処理・貯蔵）、場所：La Trocha 

3 Sancti Spíritus なし 

4 Ciego de Ávila あり（処理・貯蔵）、場所：Ciego de Ávila 

5 Camagüey なし 

出典： 種子生産・流通公社職員からの聞き取り情報 

 

 種子生産・流通公社の職員の話によると、種子生産流通公社の施設は、非常に老朽化している

とのこと。1980 年代には、良好であったが、経済封鎖の影響で、ヨーロッパからの支援が困難と

なり、保守管理が困難となったことが老朽化の主な原因とのこと。なお、一部、Cienfuegos 県や

Ciego de Ávila 県では、新しい機械を入れた所もあるとのことであった。今年初めの第 6 回共産党

大会における経済セクターの方針の 1 つが、種子の確保であったため、この方針に沿って、農業

省がフォローしている状況である。 

 

３－６ 参考情報：米生産に関連するその他の政府機関と米生産ユニット 

 米生産に関連するその他の政府機関と米生産ユニットにどのような組織があるか理解するため

に、開発調査「中央地域における持続的稲作技術開発計画調査」のファイナルレポート内の記述

を抜粋する。状況が変わっている可能性もあるが、参考として記載する。 

 

３－６－１ 政府機関及び支援組織 

(1) 農産加工複合体（CAI）： 

CAI には稲作を専門とする稲作CAI（CAI Arroceros）と稲作を専門としないものがある。

稲作 CAI は、以前は特殊米のみを生産してきたが、1996 年からは自由流通米の非特殊米

契約も担当している。稲作 CAI は米の生産を振興するために、証明種子の配布、農業投入

材や燃料の調達、収穫後処理及び生産者に対する技術的支援を稲作研究所と共同して実施

している。現在は、特殊米の契約を稲作専門の UBPC、CPA、CCS や国営農場と行ってお

り、また、非特殊米契約を自由流通米の生産者と行っている。 

 

(2) 自由流通米ユニット： 

農業省により、2001 年に各県レベルで正式に設立された組織である。主な活動は、自由

流通米に関係する機関の調整及び各生産ユニットに対する支援であり、自由流通米の振興
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に関して県レベルで中心的な役割を持っている。また、自由流通米を生産者から買いつけ、

国営市場に出荷することも行っている。 

 

(3) ACOPIO： 

農業省に属する企業体のグループで自由流通米の生産者から米を買付けて市場に販売

する役割を担っている。 

 

(4) 通商産業省（MINCIN）： 

配給米と社会米の調達と分配を担当している。 

 

(5) 国家小規模農家連合（ANAP）： 

土地を所有する小規模の農家を CPA または CCS に組織化することを促進するため設立

された。 

 

３－６－２ 米生産ユニット 

(1) 農業協同組合生産基礎組織（UBPC）：  

UBPC は、それまで国営企業として生産を行っていた団体の職員により組合を形成して

国有地を無償で借り受けるが、その他の生産手段は UBPC の所有である。稲作専門の UBPC

（UBPC Arrocero）は、特殊米契約に基づいて特殊米のみを生産し、そのすべてを CAI に

販売する。彼らは従前からの大規模で飛行機や大型機械を使用し、潅漑の利用、大量に化

学肥料や農薬を投入する生産技術を継承している。 

 

(2) 農牧業生産共同組合（CPA）： 

CPA は、共同で農業生産を行おうとする小規模農家が自発的に土地及びその他の生産手

段を出し合い、構成された協同組合である。CPA は経済及び社会面での組織である。生産

レベルにおいて組合員は作物単位で組合内の所属を定めている。つまり稲作を担当してい

る組合員は、米生産に特化した活動を毎年継続している。 

 

(3) 信用サービス協同組合（CCS）： 

CCS は、農地を所有する個人的な小規模（10 ha 以下のものが多い）な農業生産者によ

り構成される農業協同組合である。前述の CPA との違いは、CCS の組合員の農業経営は各

個人の圃場でそれぞれに個人的に行われる点である。ほとんどの CCS の構成員は CCS を

通じて農産物の販売を行うとともに CAI と非特殊米契約を結んでいる。 

 

(4) 新型国営農場（GENT）： 

GENT は新型の大規模国営農場（企業）で UBPC の形成（何らかの理由で条件が充足で

きない）ができなかった場合に、国営農場として存続させたものである。従前の国営農場

よりも規模の大きい法人となっている。 
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(5) 国営企業： 

農業セクター以外の国営企業が、自己の所有する未利用地を使用して主に自家消費と職

員に安価で米を供給するために自由流通米を生産している。 

 

(6) 借地農－Parceleros： 

Parceleros（6 コルデル）は、 大 0.25 ha の土地を各個人に無償で貸し出し、家庭内の自

家消費を目的とした農業生産を行う制度である。余剰の生産物は自由に販売することが許

されている。 

 

(7) 借地農－Préstamos： 

Préstamos は自由流通米の増産を目的に、意欲のある退職者、自営業者、失業者等を対

象として主に稲作 CAI または農牧関連企業の土地を 1 名当たり 大 13.4 ha まで無償で貸

し出す制度である。Préstamos は自由流通米のみを生産し、その土地代は無料であり、稲

作 CAI と非特殊米契約を結び、それに応じて一定量の自由流通米を土地供給者に販売しな

ければならないが、基本的にそれ以外については自由に販売してよい。 
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第４章 現地調査結果 
 

４－１ 基本情報：米の生産区分等について 

 これまでの米生産区分、すなわち政府米と自由流通米という区別があったが、今回の現地調査

を通じて、今後はこの区分がなくなり、単に「米」に統一されるとの説明がキューバ側からあっ

た。区分がなくなる理由は、自由流通米の生産量が全体の大半を占めるようになり、政府米と自

由流通米とを区別する理由が少なくなったためである。そのため、プロジェクト名からは、「自由

流通米」という言葉を外し、単に「米」という言葉を用いている。 

 なお、これまでの米生産区分等がどうであったかを理解しておくことも必要と考える。そこで、

開発調査レポート内の記述を以下に転記する。 

 

(1) 国営米と自由流通米 

キューバでは、管理形態から米は国営米と自由流通米に分けられている。国営米は、政府

により統制されるもので、主に社会米と配給米に充当され、米の市場の不足分を補いまた自

由市場の販売価格を抑えることを目的として国営市場で売られることもある。自由流通米は

自家消費不足分を補充することを目的として、個人農家または生産組織により古くから自発

的に生産されてきたが、1996 年から政府による自由流通米の増産プログラムが開始された。

2003 年においては、自由流通米の全生産量の約 65％が自家消費用で、残りの 35％が何らか

のかたちで外部に販売されている。 

 

(2) 輸入米と国産米 

米の出所は、輸入米と国産米である。キューバは現在、米消費量の約 65％を輸入している

と推定される（注：開発調査時）。 

 

(3) 生産契約形態 

米の生産に関しては、特殊米契約、非特殊米契約、無契約の 3 種類の形態がある。特殊米

契約は、政府が稲作 CAI を通じて稲作専門の生産ユニットと国営米に関して結ぶ生産契約で

ある。稲作 CAI は、これらの生産者に農業投入資材を供給する代わりに、生産者は生産され

た全ての米を CAI に売り渡す。非特殊米契約は自由流通米に関する契約で、稲作 CAI または

土地と投入材を提供する国営組織と個人農家、または稲作を専門としない生産ユニットの間

で結ばれる。生産者は、米生産のための農業投入資材を安価にペソ建てで CAI から調達し、

契約された量を CAI または国営組織に売り渡す。無契約は生産のための契約が存在しない場

合である。この場合、いかなる農業投入材に対する支援も受けられない。 

 図化すると以下のようになる。 

 

分類 政府米 自由流通米 

     

出所 輸入米 
国産米 

特殊米 自由流通米 

     

生産形態 
 特殊米

契約 

無契約 非特殊

米契約 
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(4) 消費形態 

米の消費の形態には、備蓄米、社会米（社会的制度のひとつで、学校、病院、政府機関、

軍隊等において食事が支給されることになっており、これに充当される国営米）、配給米（食

料の 低保証として国民に販売するもの）、種籾、自家消費米、政府機関への販売（稲作 CAI、

ACOPIO 及びその他の政府機関への販売）、市場での販売がある。 

 

４－２ 中部地域 5 県における米の生産状況と自給率の推計 

 政府米と自由流通米とを区別した生産データは得られなかったが、国家統計局のデータによる

と、2002 年から 2010 年までの県別の米生産量は、表 4-1 のとおりである。 

 

表４－１ キューバの県別の米生産量（生籾重量） （単位：千 t） 

 県 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

（％）* 

1 

1 Pinar del Rio 64.3 63.4 53.1 50.1 40.1 48.5 43.8 68.9 62.2 19.4 

2 La Habana 28.8 27.8 29.5 19.6 17.8 15.3 13.9 15.5 13.3 4.2 

3 

Ciudad de La 

Habana 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.6 0.1 0.0 

4 Matanzas 17.4 14.0 10.9 8.7 7.8 7.3 13.8 17.0 20.8 6.5 

5 Villa Clara 22.3 23.3 16.7 11.0 10.0 10.4 11.4 15.0 22.4 7.0 

6 Cienfuegos 27.0 25.8 22.3 8.6 7.7 11.8 13.1 12.2 15.1 4.7 

7 Sancti Spíritus 60.6 56.1 36.7 26.1 34.7 47.4 47.4 75.9 39.5 12.3 

8 Ciego de Ávila 12.3 13.3 3.9 2.0 3.5 3.5 3.8 5.6 10.3 3.2 

9 Camagüey 21.2 20.8 18.8 12.8 22.1 23.8 23.0 25.7 40.8 12.8 

10 La Tunas 5.2 5.4 4.0 0.2 0.5 1.7 1.3 3.6 4.3 1.3 

11 Holguín 0.8 1.9 1.3 0.8 0.2 0.5 0.5 1.0 0.5 0.2 

12 Granma 45.5 34.5 28.5 19.2 25.4 34.5 33.2 74.4 88.0 27.5 

13 Santiago de Cuba 0.8 1.1 1.7 1.0 0.4 0.1 0.1 0.3 0.9 0.3 

14 Guantánamo 0.6 1.1 0.9 0.9 0.3 0.0 0.0 0.9 1.3 0.4 

15 Isla de la Juventud - - - - - 0.2 0.0 0.1 0.5 0.2 

 計 307.0 288.7 228.6 161.1 170.6 205.2 205.4 316.6 320.0 100.0 
注 1：全国の生産量に占める当該県の生産量の割合（％）（2010 年の場合） 

注 2：ただし、裏庭や parcela と呼ばれる借地農（ 大 0.25ha）での生産量を除く 

出典：国家統計局資料（ウェブサイト） 

 

 2002 年にキューバ全体での米生産量（生籾重量）は、30.7 万 t であったが、その後、2005 年及

び 2006 年には 16.1 万 t 及び 17.1 万 t へと半分近くに減少し、2009 年には 31.7 万 t 台に回復して

いる。2010 年の場合、中部地域 5 県の米生産量の合計は、キューバ全体の米生産量の 40％を占め

ている。キューバ全体で見ると、 も米生産量が多い県は、Granma 県で全体生産量の 27.5％を占

めている（この県は東部地域に位置する）。2 番目に多いのは、Pinar del Rio 県で 19.4％を占めて

いる（1 番西部に位置する県）。3 番目から 5 番目までに中部地域の県である、Camagüey 県、Sancti 

Spíritus 県、Villa Clara 県が入っている。 

キューバの米自給率に関するデータは、国家統計局のデータには見つからなかった。そこで、
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農業省の「2015 年までの各種作物の予測戦略（Proyección Estratégica de los Cultivos Varios hasta el 

año 2015）」の和文訳資料（翻訳されているのは抜粋部分）に記載されている情報を用いて、自給

率の推計を行ってみる。 

同戦略には、「現在の国全体の米消費量は、79.5 万 t であり、国産及び輸入を考慮に入れると国

全体で 1 人当たりの消費量は 69kg となる」という内容の記述がある。同戦略文書が作成されたの

は、2010 年 1 月であるので、現在というのは、2009 年を示すと仮定する。同戦略では、2009 年

の米生産量を 28.5 万 t であるとしている（白米重量と推定する）。需要量 79.5 万 t に対する国内

生産量が 28.5 万 t であるので、自給率は、35.8％と推計される。 

 

以下は、インターネットで得られた米輸入に関する情報（FAO ARONoticias）の抜粋 

（出典：http：//www.fao.org/agronoticias/agro-noticias/detalle/es/?dyna_fef％5Bbackuri％

5D=21166&dyna_fef％5Buid％5D=82938） 

2011 年 7 月 17 日付記事 

キューバは、消費用の米の 60％を輸入する。 

 

新聞（diario Juventud Rebelde）に公表されたデータによると、今年（2011 年）、キューバは、40

万 t の米を輸入する必要があり、これは、国内消費量の 60％に相当する。国内生産量の約 2 倍

の量を輸入する必要がある。キューバの米消費量は 60 万 t 以上で、主たる輸入国はベトナムで

ある。キューバ人口は 1,120 万人で、1 人当たりの年間米消費量は 60kg を超えている。 

 

 このインターネット記事で判断すると、2011 年の米の自給率は 40％程度と推定される。 

 

４－３ 中部地域 5 県における登録種子、証明種子の生産・配布の状況 

４－３－１ 穀物研究所等における原原種、原種、登録種子の生産 

(1) 原原種、原種、登録種子を生産している組織 

米の原原種、原種、登録種子を生産している組織としては、穀物研究所、高等教育省傘

下の国家農業科学研究所などがある。なお、登録種子を生産している組織に「Corojal 種子

生産ユニット(Unidad Productora de Semilla de Corojal)」があるが、この組織についての詳細

情報は得られていない。表 4-2 に試験場別の原原種、原種、登録種子の生産状況を示す。

また、試験場の所在地を図 4-1 に示す。 

 

表４－２ 試験場別の原原種、原種、登録種子の生産状況 

場所 原原種 原種 登録種子 

穀物研究所本部 (IIGranos) ◎ ◎ ◎ 5 品種（2010 年）

Sur de Jibaro 地域試験場（Sancti Spíritus 県） なし ◎ ◎ 5 品種 

Vertientes 地域試験場（Camagüey 県） なし ◎ ◎ 3 品種 

Jucarito 地域試験場（Granma 県） なし ◎ ◎ たぶん 5 品種 

穀物試験場（Pinar del Rio 県）（Estacion 

Experimental de Granos）（注 1） 

◎ ◎ ◎ 

注 1：高等教育省傘下の国家農業科学研究所(Instituto Nacional de Ciencia Agricola)の試験場で、稲作研究も行っている。LP 品

種は、この試験場が開発した品種。 

情報源：穀物研究所職員からの聞き取りによる 
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図４－１ 試験場の所在地 

 

(2) 穀物研究所における登録種子の生産と配布 

 2009 年の登録種子配布計画と実績は、表 4-3 のとおりである。同様の様式での 2010 年

のデータ提供を穀物研究所に依頼したが、回答は得られなかった。 

 

表４－３ 2009 年 登録種子配布計画及び実績 

  Cienfuegos Villa Clara 
Sancti 

Spíritus 

Ciego de 

Ávila 
Camagüey Total 

 品種 kg 生産

者数 

kg 生産

者数

kg 生産

者数

kg 生産

者数

kg 生産

者数

kg 生産

者数 

計画 IACuba30 62.5 3      600.0 19 662.5 22 

 IACuba31 25.0 2 275.0 3 37.5 2 262.5 3  600.0 10 

 Reforma  12.5 1 225.0 4 275.0 2 225.0 7 737.5 14 

 (total) 87.5 5 287.5 4 262.5 6 537.5 5 825.0 26 2,000.0 46 

実績 IACuba30 100.0 4 175.0 4 50.0 2 100.0 3 425.0 9 850.0 22 

 IACuba31 75.0 4 225.0 4 212.5 7 150.0 3  662.5 18 

 Reforma 75.0 3  75.0 2 150.0 2 225.0 4 525.0 11 

 (total) 250.0 11 400.0 8 337.5 11 400.0 8 650.0 13 2,037.5 51 

 

 2009 年の場合、登録種子配布の計画値が 2t で、配布実績は、約 2t であった。配布され

た 2t の登録種子を用いて、190t の種子が生産され、そのうち、130t が証明種子として検定

に合格している。なお、この証明種子 130t の利用状況（販売量、販売価格、購入農家数）

についてのデータ提供を依頼したが、これについても回答は得られなかった。 

 2010 年には、7t の登録種子が生産されているはずであるが、2011 年の登録種子配布先

データとして以下のリストが得られた。 

 

 

 



－25－ 

表４－４ 2011 年 登録種子配布先リスト 

No 品種 種子生産者氏名 生産者所在地 

1 IACuba 31、INCA LP-5 Segisberto Santos Villa Clara, Placetas 

2 IACuba 31 Gladis López Villa Clara, Santo Domingo 

3 IACuba 31 Andrés Vasallo Villa Clara, Santo Domingo 

4 Perla de Cuba、Reforma Rubén Cuadrado Yaguajay, Sancti Spíritus 

5 Perla de Cuba Lázaro Gómez Cruces, Cienfuegos 

 

なお、前回プロジェクトで増殖対象となった米の品種は、Reforma、LP-5、Perla de Cuba、

IACuba-31、IACuba-30 の 5 品種であった。なお、この 5 品種は、中部地域の 5 県で多く栽

培されている品種を調査し、その中から選定されている。参考までに、2008 年の調査時の

各県の栽培品種についてのデータを表 4-5 に示す。 

 

表４－５ 中部地域 5 県で栽培されている品種 

Cienfuegos ％ Villa Clara ％ Sancti Spíritus ％ Ciego de Ávila ％ Camagüey ％

Reforma 43 Reforma 25 LP5  Reforma  50 Reforma 50

LP-5 15 LP-5 25 Reforma  LP5 15 IACuba29 20

Perla de 

Cuba 9
IACuba 30 15 Amistad-82 

 
LP7 16 IACuba30 20

IR1529 8 IACuba 25 15 IACuba21  IACuba 31 10 その他 10

5 estrella 8
Perla de 

Cuba 

 

10 
IACuba31 

 
Proceqisa 9  

Honduras 6 Amistad-82 10      

Amistad-82 5        

J-104 4        

その他 2        
出典：第１回連絡会議に関する資料（2008 年 8 月 25 日から 8 月 29 日までプロジェクトの対象 5 県において連絡会議（Comité 

de Gestor）が実施され、その結果を取りまとめた報告書の情報）に基づき作成。 

 

なお、カマグエイ県にある穀物研究所の地域試験場のプレゼン資料によると、成育環境

別に適正品種を推奨している。 

生態系 推奨品種 

低投入の条件下（Bajos insumos） Reforma、Perla de Cuba、IACuba-29、IACuba-30 

灌漑可能地であるが、常時灌漑用水が

得られるわけではない状況下（Secano 

favorecido） 

IACuba-29、IACuba-30 

天水条件（Secano） LC-8866、Amistad-82 

 

穀物研究所の話では、2016 年までに 10 品種を重要品種として提案しようとする目標が

あるとのこと。また、本プロジェクトで増殖対象とする稲の品種については、どの品種を

増殖対象とするかについてアイデアを持っているとこと。前回プロジェクトの 5 品種に加
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えて、普及し始めている品種を追加していきたい意向である。なお、どの品種にするかは、

日本人専門家と相談しつつ選定していくと述べている。 

 穀物研究所で生産された登録種子の配布は、これまでのところ、リーダー種子生産者に

無料で配布されてきたが（研究所の車輌を使用して運搬）、今後は、CAI を通じて種子生産

者に販売していくことを考えている。CAI を通じて販売する理由は、穀物研究所と個別農

家との間での金銭のやりとりができないためである。CAI との間であれば、会計処理が可

能である。CAI と個別の種子生産農家の間では別途、購入に関する契約を結ぶことになる。 

 

４－３－２ 証明種子生産者 

 中部地域 5 県で証明種子を生産しているのは、稲作 CAI 傘下の組合の場合と、その他の種子

生産者とに大きく分けることができる。稲作 CAI 傘下の組合における種子生産は、主として、

政府米栽培に用いられているとされている。ただし、種子生産状況に関する詳細情報について

は入手できていない。 

 種子生産者の人数について現地視察時の聞き取り情報をまとめると表 4-6 のとおりである。 

 

表４－６ 県別の種子生産者数 

県 種子生産者数 備考 

Villa Clara 7 名（2010 年） 2011 年は、30 名の予定。 

Cienfuegos 9 名（2010 年）
2011 年 9 月時点で 9 名。2011 年乾期作で、25 名に増加する

予定。 

Sancti Spíritus 54 名 
CAI 傘下の種子生産者が 70 名（CAI の施設が所在する郡

内：Sierpe 郡） 

Ciego de Ávila 40 名 
うち、22 名が、県内で稲作が も盛んな郡である Chambas

郡にいる。 

Camagüey 79 名 うち、リーダー種子生産者は 53 名。 

計 189 名 
Villa Clara 県と Cienfuegos 県で増加予定の人数を加えると

（23 名＋16 名= 39 名）、228 名。 

 

 Villa Clara 県と Cienfuegos 県の種子生産者数は、2010 年時点で、7 名及び 9 名である。他の 3

県で、40 名から 79 名の種子生産者がいることと比較するとまだ少ない人数である。ただし、

2011 年には、25 名から 30 名に増加する見込みである。 

 今年度増加見込みの種子生産者も加えると中部地域 5 県の種子生産者数は、約 230 名となる。

本プロジェクトでは、リーダー種子生産者 200 名の能力向上を図る計画としており、その対象

者はすでに存在すると言える。 

 参考として、Camagüey 県の郡別の種子生産者数について表 4-7 に示す。 
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表４－７ Camag ey 県の郡別の種子生産者数 

No 郡名 リーダー種子生産者

（人） 

種子生産者（人） 計（人） 

01 Carlos Manuel de Céspedes 0 0 0 

02 Esmeralda 8 0 8 

03 Sierra de Cubitas 0 0 0 

04 Minas 14 10 24 

05 Nuevitas 6 0 6 

06 Guáimaro 1 0 1 

07 Sibanicú 0 0 0 

08 Camagüey 2 2 4 

09 Florida 8 5 13 

10 Vertientes 6 2 8 

11 Jimaguayú 2 2 4 

12 Najasa 0 0 0 

13 Santa Cruz del Sur 6 5 11 

 計 53 26 79 

出典：穀物研究所カマグエイ県地域試験場プレゼン資料 

 

４－３－３ 原原種生産から証明種子が一般農家に届くまでの流れについて 

 穀物研究所作成のプレゼン資料に示された流れ図を以下に記す。 
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図４－２ 原原種生産から証明種子が一般農家に届くまでの流れ 

 

 原原種は、穀物研究所の本部で生産され、原種は、穀物研究所本部と 3 カ所の地域試験場で

生産されている。登録種子生産は、穀物研究所及び同地域試験場の他に、Corojal 種子生産ユニ

ットやリーダー生産者も加わる。なお、上図には示されていないが、高等教育省管轄下の国家

農業科学研究所の試験場でも、原原種、原種、登録種子の生産が行われている。証明種子には、

証明種子 1 と証明種子 2 がある。証明種子 1 の生産者は、Corojal 種子生産ユニット、種子生産

UBPC（CAI）及びリーダー種子生産者である。証明種子 2 の場合は、種子生産 UBPC（CAI）

及びリーダー種子生産者である。証明種子 1 あるいは証明種子 2 が、消費用の米を生産してい

る農家に届くことになる。 

 SICS は、原種、登録種子、証明種子 1、証明種子 2 のすべてについて、検査・証明サービス

を担当している。穀物農産加工グループは、穀物研究所と共に、毎年の種子生産計画を作成す

るとともに、生産状況のモニタリングを行っている。 

 

４－３－４ キューバ政府の米種子生産計画 

 穀物研究所及び穀物農産加工グループが協議して、米種子の生産計画を立てている。穀物農

産加工グループから「中部地域 5 県の米種子生産計画（2011-2015 年）」データを入手した。そ

のデータを付属資料 6 に示す。 

 

４－３－５ 中部地域 5 県で必要となる証明種子量及び登録種子量の試算 

 本プロジェクトでは、プロジェクト目標の指標を「中部地域 5 県において、2015 年に 2,000t

原原種
穀物研究所（本部）

原種
穀物研究所本部及び同地域試験場

登録種子
1) Corojal種子生産ユニット、2) 穀物研究所本部

及び同地域試験場、3) リーダー種子生産者

証明種子1
1) Corojal種子生産ユニット、2) 種子生産UBPC (CAI)、

3) リーダー種子生産者

証明種子2
1) 種子生産UBPC (CAI)、2) リーダー種子生産者

消費用米生産者

GAIG
（穀物農産

加工グループ）

SICS
（種子検査・証明

サービス）
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の証明種子が生産される」としている。また、成果 1 の指標の 1 つは、「穀物研究所で生産さ

れる登録種子量が、7t から 25t に増加する」である。証明種子 2,000t と登録種子 25t を目標と

した計算根拠を以下に説明する。 

 

 キューバ政府の 2015 年における米栽培面積の目標は、全国で 25.3 万 ha である。 

 この時、政府米セクターの栽培面積が 20％、自由流通米セクターの栽培面積が 80％を

占めるであろうと推計されている。 

 中部地域 5 県の米栽培面積は、全国の約 40％を占めており、2015 年においても、この

比率が継続すると仮定する。 

 40％の相当する面積は、25.3 万 ha×0.4 = 10.12 万 ha である。 

 この 10.12 万 ha を政府米セクターの面積と自由流通米セクターの面積に分けると、 

政府米セクターは、10.12 万 ha×0.2 = 2.02 万 ha 

自由流通米セクターは、10.12 万 ha×0.8 = 8.10 万 ha 

 一般の稲作における種子必要量を、直播の場合は 125kg/ha、移植の場合は 25kg/ha であ

ると仮定する。そして、政府米セクターでは、すべて直播方式で栽培され、一方、自由

流通米セクターでは、直播方式が 50％、移植方式が 50％であると仮定する。一般の稲

作農家の種子更新率を 33％と仮定する（3 年に 1 回の種子購入頻度と仮定）。 このよ

うな仮定において、必要となる証明種子量は、以下のように計算される。 

(1) 政府米セクターの場合 0.125t/ha×2.02 万 ha×33％ =  835t 

(2) 自由流通米セクターで移植方式の場合 0.025t/ha×4.05 万 ha×33％ =  334t 

(3) 自由流通米セクターで直播方式の場合 0.125t/ha×4.05 万 ha×33％ = 1,670t 

自由流通米セクターで必要な証明種子量は、 334t + 1,670t = 2,004t 

 

 証明種子 2,000t を生産するために必要な登録種子量を計算する。 

SICS の検査合格率を 80％と仮定する。また、登録種子を用いて証明種子を増殖する時、

その増殖率（移植方式の場合）を 100 倍と仮定する。 

この時、必要な登録種子量は、2,000t ÷ 0.8 ÷ 100 = 25t となる。 

 

４－４ 種子検査・証明システムの検査官の能力と検査機器について 

 中部地域 5 県に配置されている種子検査官の人数については、「3-4 種子検査・証明システム

（SICS）」に示した。中部地域 5 県には、合計 30 名の種子検査官が配置されている。 

 

４－４－１ 種子検査官の能力 

 穀物研究所の職員の説明では、種子検査官の稲種子検査能力の向上の必要性が高いとのこと

であった。その理由を列挙する。 

 種子検査官は、米だけでなく各種作物の種子検査に従事しているが、米増産のニーズの

高まりから、これまで稲作が行われていなかった郡においても稲作が実施されるように

なっている。また、米種子生産者も増加しているため、米種子の圃場検査を実施する必

要性が増加してきている。 
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 これまであまり米種子の検査を行った経験がない種子検査官も存在する。 

 種子の検査は、水田圃場での検査とラボでの検査に大きく分けられるが、圃場検査では、

品種の異なる稲を識別し、それを取り除くように指導することが求められる。また、取

り除くべき雑草の識別や病虫害の識別についての能力も身につける必要がある。 

 

米の種子検査官として必要な能力を身につけるには、研修が必要であり、異品種識別等につ

いては、穀物研究所の研究員がその知識を持っており、研修講師として研修を実施できるとの

ことであった。 

 なお、実際に種子検査官がどの程度の知識・経験を有しているのか、十分な情報がないので、

プロジェクト開始以降、種子検査官の米種子検査に係る知識・経験を調査したうえで、研修内

容を検討していくことが望まれる。 

 種子検査官として、どのような知識・能力が必要かを知る参考として、圃場検査における検

査指標及びラボにおける検査指標を表 4-8 及び表 4-9 に示す。 

 

表４－８ 圃場検査における検査指標（表中の数値以下でないと合格しない） 

指標 
カテゴリー 

原種 登録種子 証明種子 1 証明種子 2 Fiscalizada 

赤米の円錐花序の数量（1ha

当たりの存在量） 

0 0 0 0 0 

他の米の品種の円錐花序の

数量（1ha 当たりの存在量） 

0 1 5 25 50 

禁止されている雑草の円錐

花序の数量（1ha 当たりの

存在量） 

0 10 50 100 100 

しみ・よごれがついた円錐

花序の数量（1ha 当たりの

存在量） 

5 5 7 10 10 

出典：穀物研究所 プレゼン資料 

 

上記指標から解るように、種子検査官は、水田において、赤米を識別することならびに他の

品種の稲が成育していないかどうか識別する能力が求められる。また、禁止されている雑草が

あるかどうかも識別する能力が求められる。 

 

表４－９ ラボ検査における検査指標 

指標 原原種 原種 登録種子 証明種子

1 

証明種子

2 

Fiscalizada 

赤米種子 0 0 0 0 0 0 

他の品種の種子（kg） 0 0 0 1 2 4 

雑草混入率（％） 0 2 5 5 8 10 

不活性材料（％） 2 2 2 2 2 2 

発芽率（％） 85 80 80 80 80 80 
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水分率（％） 12.5±1 12.5±1 12.5±1 12.5±1 12.5±1 12.5±1 

しみのついた粒子 0 2 4 6 8 10 

禁止されている雑草 0 0 0 0 3 5 

出典：穀物研究所 プレゼン資料 

 

４－４－２ 検査機器の整備の必要性 

 今回の現地調査では、SICS の郡事務所や各県の中心地にあるというラボを視察する機会がな

かったため、SICS がどのような検査機器や施設を有しているか不明である。ただし、穀物研究

所の職員の説明では、検査機器の整備も必要であるとのことであった。これに対応して、供与

機材リストには、「種子分析機器」を入れている。 

 実際に、どのような分析機器を整備するかについては、プロジェクト開始後、中部地域 5 県

の各ラボを訪問し、分析機器の所有状況、機器の稼働状況を把握したうえで、整備が必要な機

器を決めていく必要がある。 

 

４－５ 日本の協力活動実績 

 農業分野の協力は、これまでに、開発調査が 1 件と技術協力プロジェクトが 1 件実施された。

案件の名称と実施期間は次のとおり。 

 

① 中央地域における持続的稲作技術開発計画調査（開発調査）：2003 年 10 月～2006 年 3 月 

② 自由流通米証明種子の生産・普及システムの強化（技術協力プロジェクト）：2008年3月～

2010 年 11 月 

 

４－６ 他ドナーによる協力活動 

 農業省向け質問票で、他ドナーの農業分野への協力状況、特にベトナムの農業分野での協力に

ついて回答を求めたが、回答は得られなかった。また、穀物研究所所長に聞き取りした際には、

「日本の協力とは重複しない」との回答であり、それ以外の情報については提供がなかった。 

 穀物研究所の他の職員からは、次の情報が得られた。 

 穀物研究所には、現在は、ベトナム専門家の派遣はない。また、穀物研究所に対する中国

の協力はこれまでほとんどない。 

 CAIにベトナム専門家が入っている。Sancti Spíritus県及びCamagüey県にあるCAIである。

さらに今後 Pinar de Rio 県にも入る予定。 

 

なお、穀物研究所本部には、ベトナム政府が供与した農業機械（トラクター、耕耘機、その他

アタッチメント類）が多数あり、今後 Granma 県に運ぶとのことであった。 

 地方視察時には、Sancti Spíritus 県の稲作 CAI に、ベトナム人専門家 2 名がいることを確認して

いる。 
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第５章 プロジェクトの基本計画 
 

５－１ プロジェクトの基本計画（名称、対象地域、裨益者、期間） 

(1) 事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本プロジェクトは、中部地域 5 県において、米の種子生産の技術向上によって、米証明種

子の増産を図り、もって米の単位収量を増加させ、米の増産に寄与するものである。 

 

(2) プロジェクトサイト／対象地域名 

中部地域 5 県（シエンフエゴス県、ビジャクララ県、サンクティスピリトゥス県、シエゴ

デアビラ県、カマグエイ県） 

 

(3) 本事業の受益者（ターゲットグループ） 

中部地域 5 県のリーダー種子生産者 200 名、及び米生産者 6,500 名 

 

(4) プロジェクト期間 

4 年間 

 

(5) 協力概要 

1) 上位目標：中部地域 5 県において、単位収量の増加により、米の生産が増加する。 

指標：中部地域 5 県において、2018 年までに平均単位収量が、プロジェクト開始前の収量

と比較して、20％増加する。 

 

2) プロジェクト目標：中部地域 5 県において、育成されたリーダー種子生産者による証明

種子の生産量が増加する。 

指標：中部地域 5 県において、2015 年に 2,000t の証明種子が生産される。 

 

3) 成果及び活動 

成果 1：登録種子の生産量が増加し、その品質が向上する。 

指標：  

1-1 穀物研究所で生産される登録種子量が、7t から 25t に増加する。 

1-2 2015 年において、登録種子の発芽率が、80％から 90％に向上する。 

活動： 

1-1 証明種子生産のための対象品種を検討・決定する。 

1-2 政府の米生産計画に応じた証明種子生産計画（品種毎の生産）を概定し、そのために

必要な登録種子生産計画を作成する。 

1-3 穀物研究所（本部及び地域試験場）の種子生産にかかわる生産設備（農業機械、収穫

後処理施設など）の能力と稼働状況を調査する。 

1-4 上記の調査結果と登録種子生産計画に基づき、生産設備の整備計画を作成する。 

1-5 上記の生産設備整備計画に基づき、農業機械や収穫後処理施設の整備を実施する（整

備が必要な機械類の特定、機械類の仕様の概定、調達先の検討、費用積算、調達手続
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き実施、購入・設置）。 

1-6 穀物研究所で登録種子の品質検査基準の見直し、改訂を行う。 

1-7 登録種子生産計画に基づき、原原種、原種、登録種子の生産を行う。 

 

成果 2：稲作の普及活動が強化される。 

指標： 

2-1 中部地域 5 県の 53 名の普及員（中部地域 5 県の各県担当普及員、及び郡普及員）が、

本プロジェクトの研修を受講し合格証を得る。 

2-2 中部地域 5 県における普及の「業務手順書」が作成される。 

2-3 各対象県において、普及年次計画が作成される。 

活動： 

2-1 穀物研究所に普及部を創設する。 

2-2 穀物研究所普及部と中部地域 5 県の各県担当普及員及び郡普及員の間の情報伝達シス

テムを構築する。 

2-3 稲作に関する種子生産技術と技術普及に関する農村普及ガイドラインを作成する。 

2-4 普及員に対する研修を実施する。 

2-5 一般の稲作農家に対し、証明種子利用促進を働きかけるための方法を検討し、プロモ

ーション活動を実施する。 

 

成果 3：リーダー種子生産者の生産技術が向上する。 

指標： 

3-1 200 名のリーダー種子生産者が、本プロジェクトの研修を受講し、合格証を得る。 

3-2 種子検査証明サービス（SICS）2による種子証明率が、2015 年において、60％から 80％

に向上する。 

活動： 

3-1 種子生産者の現状調査（ベースライン調査：所在地、氏名、栽培面積、栽培品種、栽

培経験、栽培技術、所有農業機械、乾燥・選別・貯蔵方法などの基本情報収集調査）

を実施する。 

3-2 上記のベースライン調査結果を整理・分析し、米種子生産農家の生産技術の水準と改

善策を検討する。また、米生産農家がどのような品種を必要としているか把握する。 

3-3 穀物研究所及び各県のリーダー種子生産農家の圃場に、実証圃場を設けて、種子生産

のために必要な栽培技術の有効性を確認する。 

3-4 実証圃場での栽培結果を分析し、栽培技術の改善を図り、それを種子生産技術ガイド

ラインとして取りまとめる。 

3-5 種子生産農家向けに種子生産技術研修を実施する（研修対象は、種子生産農家及び米

普及員）。 

成果 4：SICS 種子検査員の米栽培にかかる技術知識が向上する。 

                                                        
2 SICS は、国家植物衛生センター傘下の組織である。すべての穀物の種子が基準を満たしているか検査し、種子の品質に応じ

て質を決定する。米に関しては、原種、登録種子、証明種子 1、証明種子 2 のすべてについて、検査・証明サービスを担当

している。 
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指標：中部地域 5 県の SICS の 30 名の検査員が、本プロジェクトの研修を受講し、合格証

を得る。 

活動： 

4-1 種子生産圃場の検査ガイドライン（病害虫、禁止されている雑草、赤米等についての

詳細）を作成し、配布する。 

4-2 米の品種特性表を作成し、配布する。 

4-3  穀物研究所及び各県において SICS 種子検査員に対する研修を実施する。 

 

５－２ プロジェクトの実施体制 

   キューバ側実施機関：農業省穀物研究所、農業省穀物農産加工グループ 

 

５－３ 日本側の協力体制 

①長期専門家：2 名 チーフアドバイザー/種子生産技術、普及/業務調整 

②短期専門家：3 名  

種子生産技術普及教材作成、種子収穫後処理技術、農業機械操作・保守 

資機材： 

①種子配布活動に係る資機材 

②種子の生産に係る資機材 

③専門家活動に必要な他の資機材 

 

５－４ プロジェクト実施上の留意点 

キューバ国内では調達することが不可能な資機材が多いことから、第三国調達、本邦調達の手

続きを迅速に進め、プロジェクト活動に支障がでないよう留意する。 

 

(1) カウンターパートの配置について 

 今回の調査時に、キューバ側に対し、カウンターパートの選定を依頼した。できれば、R/D

署名時にカウンターパートの氏名入りリストが作成されることが望ましい。 

 さらに、R/D 署名時には、フルタイムカウンターパートの配置を強く求めることが必要と

考える。穀物研究所の幹部職員が、カウンターパートとして配置されるものと予想されるが、

幹部職員の場合、他の業務も抱えており、日本人専門家と一緒にフルタイムで活動を進める

ことは困難である。また、今回のプロジェクトでは、穀物農産加工グループがもう 1 つの実

施機関として位置づけられ、さらにその傘下の CAI、種子検査を担当する SICS、農業省の郡

事務所等といった農業省内の複数の機関間で連絡・調整を取りつつ、プロジェクト活動を進

める必要がある。このようなことから、関連機関との連絡・調整を担当するカウンターパー

ト並びに技術面の調整・連絡役を担うカウンターパートが必要であり、プロジェクト活動を

円滑かつ効率的に進めるには、これらカウンターパートがフルタイムで日本人専門家と協働

することが求められる。 

 

(2) 日本人専門家用の車輌について 

 供与機材には、荷物の運搬も可能なピックアップトラックやミニバスが含まれているが、
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日本人専門家の移動用の車輌は含まれていない。これまでの日本の協力（開発調査と前回の

技術協力プロジェクト）を通じて、4WD タイプの車輌 2 台、ピックアップ 1 台、小型バス 1

台が供与され、利用されている。このうち、前回の技術協力プロジェクトで供与した 4WD

は、一定距離走行時に交換することが適切な部品の調達が困難なため、現時点では利用が中

断されている。この車輌に必要な交換部品を調達し、この車輌を利用することも考えられる。

その場合、穀物研究所側の了解取り付けが必要であり、また、交換部品を調達することが必

要となる。いずれにしても、日本人専門家の移動用の車輌を確保しておくことが今後求めら

れる。 

 

(3) プロジェクト活動の詳細内容の検討・策定について 

 今回の調査では、プロジェクト活動の項目についてキューバ側と日本側で合意している。

次の段階の作業としては、活動の詳細内容を決めることである。これは、プロジェクト開始

後、早期にプロジェクト期間全体の詳細活動計画を策定し、また、それと同時に年間の詳細

活動計画を策定することが必要となる。 

 これから双方が協議して詰めていかなければならない活動項目が多くあるが、特に、実証

圃場での活動については、その基本的考え方についてまだ十分、合意していると言えない状

況である。穀物研究所側は、機械化された種子生産・収穫後処理体系について、展示圃場と

してキューバ政府にその効果をアピールしたい意向である。一方、日本側の当初の意向は、

改良型の種子生産体系を開発することをめざす実証圃場であり、在来型の種子生産体系との

違いを展示することが主目的であると考えた。機械化された種子生産のために必要な農業機

械を供与することで、合意しているので、機械化された種子生産体系を開発する必要がある

ものの、キューバの現状を考えると、一般の種子生産者の機械化が短期的に進展するとは考

えにくく、この方向性で良いのかどうか若干の懸念がある。 

 

(4) ベトナムによる稲作分野での協力事業との連携 

 ベトナムによる稲作分野で支援事業が実施中であり、少なくとも 2015 年までは継続する模

様である。キューバ側からは、支援事業の詳細情報を得られていないが、ベトナムの協力事

業とわが国の技術協力プロジェクトとの間で重複がないかどうか懸念するよりも、より積極

的に、連携できる活動がないかどうか、あるいはベトナムのキューバにおけるこれまでの経

験を本プロジェクトでも活用できないかどうか、検討していくことが望ましいと考える。も

ちろん、連携するには、ベトナムやキューバ側の了解を取り付ける必要があるが、まずは、

ベトナム側と双方の支援事業の内容についての情報共有から始めることが望ましいのではな

いかと考える。 
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第６章 評価結果 
 

６－１ 妥当性 

 以下の理由により、妥当性は高いと見込まれる。 

 キューバでは、米は国民の主食の 1 つであり、1 人当たりの年間米消費量は、年間 60kg とされ

ている。しかし、国内生産量は需要を満たすには至らず、2009 年の米の自給率は約 36％であり（推

計値）、残り 64％を輸入に頼っている。そのため、米を増産し、輸入量を減少させ、自給率を高

めることが、キューバ政府の重要政策の 1 つとなっている。キューバ政府は、法令 259（Decreto-Ley 

259 de Julio 2008）を発令し、遊休地の使用権を与えることで食糧生産増加を図っている。また、

農業省は、2015 年までの各種作物の予測戦略（Proyección Estratégica de los Cultivos Varios hasta el 

año 2015）の中で、引き続き、米を優先作物として位置付け、米の増産を図ろうとしている。さ

らに農業省は、協同組合・農民セクターの生産者による優良種子の利用を、引き続き優先事項と

位置づけ、種子増殖のための登録種子の供給とリーダー種子生産者の能力強化等を重視している。 

 このほか、政策関連では、今年開催されたキューバ共産党第 6 回大会で承認された「党及び改

革における経済社会政策方針」がある。この中で、方針 193 号では、「米、フリホール豆、トウモ

ロコシ、大豆、その他の穀物の生産増加を図るプログラムの目標達成を確実にし、これら穀物の

輸入を徐々に低減することに貢献すること」、また方針 188 号では、「種子の生産、収穫後処理、

商品化を強化する総合的政策を開発する」としている。これら方針においても、米増産及び種子

生産が重要視されていることが分かる。 

 2008 年 3 月から 2010 年 11 月にかけて実施された JICA の技術協力プロジェクト「自由流通米

証明種子の生産システムの強化プロジェクト」では、中央地域 5 県を対象に、「登録種子が計画的

配布される」ことを目標として実施され、7t の登録種子を生産し、その目標を達成した。なお、

より多くの稲作農家で証明種子が利用されるようにするためには、登録種子の生産量の拡大と、

種子生産農家の栽培技術等の能力向上や生産された証明種子が一般の生産農家に届くまでの一連

の流れを改善することが次の段階の課題となっている。 

 本プロジェクトの対象地域である中部 5 県は稲作生産面積の 4 割を占めており、米生産におけ

る重要地域の 1 つである。同地域では 2008 年に ANAP（国家小規模農家連合）が選定した 500

戸の種子生産農家の大半が存在しているが、安定的に種子を生産させるためには、同生産者の種

子栽培技術を向上させる必要がある。 

 キューバに対する日本の協力重点分野は、食糧増産、環境分野であり、本プロジェクトは、食

糧増産のための協力に位置づけられる。日本は、米種子増殖・普及にかかわる知見並びに技術協

力プロジェクトの経験を多く有する。 

 本プロジェクトは、中部地域 5 県で米証明種子の生産量が増加することを通じて、米の生産性

向上に貢献することを期待するものであり、キューバの米増産ニーズ、キューバ政府の米生産増

加にかかわる政策、そして、日本の協力方針と整合性がある。 

 

６－２ 有効性 

 以下の理由により、有効性が高いと見込まれる。 

 米の増産は、主として、栽培面積の拡大と生産性向上（単位収量の増加）によってもたらされ

る。本プロジェクトは、より高い収量が期待できる米の品種を取り入れ、高品質の種子を生産す



－37－ 

る能力を改善することを通じて、高品質の種子がより多くの稲作農家に利用されることを促進す

る目的を持つ。そのために、穀物研究所段階での登録種子増殖から、種子生産農家での証明種子

生産までの能力の改善・拡大図るものである。具体的成果としては、1) 登録種子の生産量が増加

し、その品質が向上する、2) 稲作の普及活動が強化される、3) リーダー種子生産者の生産技術

水準が向上する、4) SICS 種子検査官の米栽培にかかる技術知識が向上する、を設定している。そ

して、プロジェクト目標として、中部地域 5 県において、証明種子の生産量が増加することをめ

ざしている。なお、2009 年度の証明種子生産量が 130t であるところ、これを 2015 年に 2,000t に

増加させるという指標は、証明種子が増産されるというプロジェクト目標を的確に示している。

プロジェクト目標達成に向けた論理的整合性は確保されており、プロジェクト目標の達成は可能

であると見込まれる。 

 外部条件としては、極度の旱魃や洪水が発生しないを挙げている。大規模な旱魃や洪水が生じ

れば、種子生産にも影響するおそれがあるが、このような気象条件による影響を受けるかどうか

については、予測が困難である。なお、政府機関が取り扱う米種子の価格は、政府の決めた価格

が適用されるため、極端に価格変動が生じる可能性は少ないと考えられる。 

 

６－３ 効率性 

 以下の理由により、良好な効率性は確保されるものと見込まれる。 

 主たる実施機関の 1 つとなる穀物研究所は、前回の技術プロジェクトの主たるカウンターパー

ト機関であり、日本の技術協力プロジェクトのシステムを良く理解している点から、プロジェク

ト活動の円滑な実施が期待できる。また、穀物研究所に普及部を創設し、対象県の県普及員や郡

普及員との連絡調整体制の整備を図る計画としており、対象 5 県にあるカウンターパート機関（穀

物研究所の地域試験場、稲作 CAI、農業省の県事務所及び郡事務所、など）との連絡・調整が行

われ、プロジェクト活動の円滑な進捗を確保することが期待される。 

 カウンターパート機関には、小規模稲作にかかる特別研修コース（本邦研修、2003 年から 2007

年までに合計 48 名参加3）を受講した職員が多数勤務しており、それら職員の一部は、本プロジ

ェクトにかかわる見込みであり、プロジェクト活動へ参加・協力が期待できる。 

 なお、キューバにおいては、資材・機材の種類によっては、国内生産物であっても調達・購入

に時間を要したり、輸入を必要とする機械類については、その調達・輸入手続きに時間を要した

りすることがあるため、資機材の調達については、キューバの事情を十分に調査し、時間的余裕

を見込んだ調達計画を立て、できるだけプロジェクト活動の進捗に必要なタイミングで調達でき

るよう努める必要がある。 

 

６－４ インパクト 

 以下の理由により、正のインパクトが見込まれる。 

 高品質でより高い収量が期待できる種子が生産され、その種子が一般の米生産者に届くこ

とは、単位収量の増加に寄与すると期待され、そのことで、米の増産に貢献すると期待さ

れる。 

 本プロジェクトでは、種子生産農家の栽培技術を高めるためのツールとなるよう、種子生

                                                        
3 穀物研究所プレゼン資料によると、小規模稲作栽培特別コース参加者が 48 名、米栽培技術コース参加者 5 名、その他の準備

コース参加者 3 名、合計 56 名となっている。 
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産ガイドラインを作成する予定である。そして、種子生産技術については、種子生産農

家だけでなく、米担当普及員及び SICS 検査官も対象に、能力向上を図る計画である。種

子生産技術の多くは、一般の米栽培にも適用可能であり、米担当普及員が、米生産者を

対象とする技術普及を行うことで、一般の米生産者の生産技術の向上が期待され、さら

に、米生産量の増加も期待できる。 

 

６－５ 自立発展性 

 以下の理由により、一定の持続性の確保が期待できる。 

(1) 政策・制度面 

 キューバ政府は、米生産増加を優先政策の 1 つとして位置づけており、農業省は、米生産

者による優良種子の利用促進を、引き続き優先事項と位置づけている。法令 259 により、未

利用地の農業利用（これには米栽培農地の増加を含む）促進が図られており、優良種子の確

保が必要とされている。さらに、米生産増加に対応するため、そして優良種子の確保を進め

るため、種子の収穫後処理施設の整備も進めていく方針を持っている。したがって政策面で

の重要性は継続すると見込まれる。 

 

(2) 財政面 

 キューバ政府は、米の生産増加を重要政策に位置づけており、米種子の生産体系にかかわ

る課題を改善するために必要な予算が確保されることが期待される。なお、本プロジェクト

では、穀物研究所での登録種子生産能力拡大から種子生産農家による種子生産技術向上まで

の体系改善をプロジェクト活動の重点に置くこととしており、この体系を良好に持続させる

ことは財政的に可能と見込まれる。 

 

(3) 技術・組織面 

 原原種、原種、登録種子の生産を担う穀物研究所は、前回の技術協力プロジェクトを通じ

て、優良な登録種子を生産する技術的能力を身につけている。本プロジェクトで、穀物研究

所段階では、登録種子の生産量拡大を図るが、登録種子生産までの工程に関する技術水準は、

プロジェクト終了後も維持されることが見込まれる。また、穀物研究所の研究員及び普及員

が、種子配布・種子生産者への技術指導を実施することを通じて、種子生産者に対する技術

普及能力がより強化され、それが維持されることが期待される。登録種子の生産増加のため

に、穀物研究所に、農業機械や収穫後処理施設を整備する予定であるが、これまでに導入さ

れた機材類と類似のものとなる予定であるため、その利用と維持管理は良好に行われる見込

みである。 

 中部地域 5 県では、多くの農業省郡事務所に米普及員（稲作 CAI 雇用）が配置されており、

これらの米普及員の種子栽培技術にかかる知識向上と普及能力向上を図ることで、種子生産

者の栽培技術の維持・向上だけでなく、その知識を一般の米生産農家の栽培技術向上のため

の指導に活用することで、普及員として必要な能力の維持・向上が期待できる。 

 種子生産農家については、プロジェクトで作成する種子栽培ガイドラインに沿った栽培・

収穫後処理方法を普及する予定にしており、また、米普及員の普及能力向上も寄与しつつ、

種子生産農家レベルにおける種子生産技術の持続性も確保される見込みである。さらに、種
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子の検査・証明を担当する SICS 検査官に対する研修も実施する計画であるが、育成された

種子検査官が、継続的に検査業務に従事することで、その技術的能力は維持される見込みで

ある。 
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第７章 所感 
 

７－１ 種子生産担当団員所感 

(1) 現地調査の状況と所感（シエゴデアビラ県、ビジャクララ県、シエンフエゴス県） 

シエゴデアビラ県では前回のプロジェクト終了後、穀物研究所（Instituto de Investigaciones 

de Granos：IIGranos）所属の普及員が新しく配置され、リーダー種子生産者 40 名の普及指導

を行っている。種子生産農家数、採種栽培の大半が移植栽培で実施されていることなどから

前プロジェクトの効果が持続されていると考えられる。また、SICS の検査状況は、説明を聞

いた限りでは種子検査の不合格率は 20％以下とされ、検査の進行、種子生産の適正性が維持

されていると考えられる。日本側が懸念する、生産された種子が全部売れるのかについては、

昨年度産の 38t の証明種子は種子生産流通公社を通して完売し、かつ、公社が保有していた

予備種子も売れたとのこと。IIGranos のエンリケ研究員によればシエゴデアビラ県は種子生

産～販売までの体制がしっかりしているとのこと。種子生産農家訪問では、チャンバス郡の

2 名の採種農家から話を聞いた。訪問した農家は開発調査のときのモデル農家であり、当時

JICA が供与した刈取り機、カッター、耕運・運搬機などが庭先に展示してあったが使用状況

は聞き逃した。この農家は稲作り 18 年の経験があり、移植栽培で収量も 4.5～5t と比較的高

い。収穫した一部は食用として販売、公社を通さないで個人のつてで販売した種子もあるよ

うである。もう一人の農家も、種子として生産したものを一部食用として販売したり、個人

的に売ったりしたと話したので、表向きの話とは別に、種子の販売ルートは単純ではなく、

また、すべてが種子として利用されているとは言えない。 

ビジャクララ県では 2 年前に訪問したことがある本邦研修経験者のセヒスベルト氏農家を

訪ねた。彼は 1998 年から種子生産を行っておりこれまで SICS の検査には一度も不合格にな

ったことがない優秀な採種農家である。構成員が 173 名の CCS に属し、この CCS は畜産が

主体であるがほとんがコメを作る。これらの稲作農家のほとんどが彼の生産した種子を使用

する。現在の採種面積は 2ha であるが制作中の平型乾燥機が完成したら 4ha まで増やしたい

との希望がある。 近の平均収量は 8.5～9t/ha と高水準である。生産された種子は金銭販売

もあるが他の品種との物々交換の方が多いとのこと。この後、SICS の関係者と面談した。2010

年に検査した 7 名の種子生産者は全て合格したが証明種子 2 の下の fiscalisada にランク付け

された人が 1 名いた。2011 年の検査対象は、これまで 4 名が検査を受け発芽率すべて 90％以

上であり、まだ未実施の人が 24 名いて 60ha が予定されている。2010 年の生産者に比べて 2011

年に急激に増加したのは、稲作栽培面積の増加が急激でそれに対応する種子生産が急がれる

ためである。SICS の検査体制がこれらに十分対応できず、人数的には何とかなるが経験年数

が不十分な検査員もいるとのこと。日本側が不安視する SICS の検査員の数と移動手段は十

分とは言えないまでも一定程度確保されている。 

午後にはサントドミンゴの農家を訪問した。IIGranos 所属普及員のオリダ女史は女性には

ちょっと大き過ぎて扱いが大変といいながら前プロジェクトで支給されたスズキ製 125cc オ

ートバイを颯爽と乗りこなして駆けつけた。農家のアンドレスバサイヨさんは 46 才、23 才

の息子さんと一緒に経営を行っている。2003 年の開発調査のときからプロジェクトに協力し、

111 名の構成員がいる CCS に属している。採種圃 5ha、食用 3ha の稲作付けを行い採種の比

率が大きい。収量は昨年、今年とも 6t/ha であるが、昨年は SICS の事務手続きができなくて
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種子での販売ができなかった。今年は乾燥まで自分で行い 540 キンタル（24,840kg）を CAI

へ運んで調整・選別をやってもらいあとは販売が円滑に行われるのを待つ状態である。この

地域の稲作農家は 2 名しかいないので種子の販売は CAI 任せとのことである。種子生産で苦

労するのは乾燥で、発芽率が低下しないようにゆっくり時間をかけるために舗装道路上で 2

週間ほどかけ、このときの人件費が負担のようである。 

シエンフエゴスではパルミラ市を訪問。現地農家圃場には TV、新聞各社が集結しその数

10 名余。この県はコメの普及員の郡当たり配置人数が他の県より多い。その理由は交通手段

が馬車や自転車に限られるためきめ細かに配置している。本県は政府管轄の特殊米の比率が

4％と極めて低くほとんどが自由流通米である。乾燥施設が不足していて全体の 16％を扱う

のみで残りの 84％は慣行の舗装道路上での乾燥であることが課題である。コメ種子生産者は

2010 年に 45 名いたが（研修受験者）実際に種子を生産したのは 9 名で 8.5ha、全員が SICS

の圃場、ラボ検査に合格し発芽率はいずれも 90％以上であった。2011 年も生産者、面積とも

前年とほぼ同じである。採種農家候補いるのに登録種子不足が理由でそれができないのは非

常にもったいないことである。訪問した採種農家は前プロジェクトで導入した平型乾燥機を

所有し、2010 年に冬期 3.5ha、春期 9.5ha の採種栽培を行った。今月末に収穫を予定している

Seleccion1 の圃場を見たが実に見事な出来栄えで 9～10t/ha の高い収量をあげるというのが納

得される。ここの経営者は急病のために病院へ行ったということでお会いできず、平型乾燥

機の使用状況などが聞けなかったのは大変残念であった。話を聞いた近所の農家ホセさんは、

構成員 120 名の CCS に属し、この CCS のコメ農家は 30 名。2010 年に登録種子を栽培し、

その種子を用いて本年は証明種子を生産し CAI とは 10t の契約をしている。収量は 5t/ha 前

後とのこと。乾燥機を所有していないので収穫種子は種子生産流通公社へ運び、乾燥から調

整・選別を公社へ任せる。農家に登録種子栽培を委託しているという情報は初耳であるが、

優秀な採種農家に登録種子栽培を委託できるのであれば、種子増殖の急伸が図られる。Purta 

Bonba では種子流通公社の収穫後処理施設を視察した。インゲンマメ、トウモロコシの種子

処理用で、乾燥室、15 年前に導入した中国製クリーナー（乾燥後のゴミなどを選別）、粒型

選別機、種子消毒剤処理機などがある。乾燥室はコメ種子にも使用可能かとも考えられるが

構造的に効率が低いと見られる。この処理施設には一時的に保管していると見られるコメ種

子があるが種子検査格付けは fiscalisada であった。種子生産流通公社はインゲンマメ、落花

生、トウモロコシなどで既に実績があり、コメ種子を扱うことに特段の問題はないと考えら

れるが、自由流通米用種子は長い間農家間の直接取引が習慣化しているので公社からコメ種

子を買うという習慣を根付かせる必要があろう。 近は種子生産流通公社がコメ種子を扱っ

ていることが知られつつあるようであるが、更なる周知が必要と考えられる。 

 

(2) プロジェクトに関する所感 

遊休地の使用権を既存農民や新規就農者に与える法令 259 は稲作作付面積の急増をもたら

し、それに伴って良質種子の供給は緊急課題となっており、この度のプロジェクト要請とな

った。日本側のプロジェクトへの当初の期待は、前プロジェクトからの発展として、証明種

子の増産とコメ生産現場への円滑な種子流通であり、それらに関係する体制整備や技術移転

であった。ところが、稲作付面積の増加は予想以上に急激で、また、採種農家での証明種子

の不合格率が 40％前後と高いため、登録種子の供給を大幅に増加せざるをえない状況を認識



－42－ 

することとなり、一歩前進を半歩前進に留めざるを得なくなった。すなわち、今回のプロジ

ェクトの主体は登録種子生産増加のための IIGranos の整備と証明種子増産のための基盤整備

を行うことである。後者は具体的には採種農家の技術水準向上のための普及体制整備と種子

検定にかかわる SICS の検査員の技術向上である。証明種子の増産は謳われているものの、

生産後の種子の調整・選別から生産者へ届くまでの流れの中の重要部分は種子生産流通公社

の努力に任せることになった。中小農機具を用いた移植栽培による種子生産、栽培技術改善、

収穫後調整技術改善のための実証展示圃の設置は、種子生産農家レベルでの成果に結びつく

ことが期待される。ここで導入予定の平型乾燥機、とうみ（空籾や充実度が不足の籾を排除

する種子選別機）は、前プロジェクトで試作されたものであり、種子生産流通公社から遠距

離に位置する採種農家には有効なものとなる可能性がある。 

なお、キューバでのコメ種子生産には農業省のほかに高等教育省がかかわっており、また、

この分野では日本と同様にベトナムが別のプロジェクトを推進しているとされる。キューバ

全体でのコメ種子生産がこれらの関係機関でどのように分担されているのかを先方に説明を

求めたが、残念ながら今回の調査では明らかにされなかった。 

プロジェクト計画は目標達成が可能な現実的な線に落ち着いたが、進捗に影響するいくつ

かの留意事項が残されている。前プロジェクトではキューバ側カウンタパートが本来の業務

と兼務でありフルにプロジェクトに傾注できなかったことの反省を踏まえフルタイムのカウ

ンターパートを配置すること、また、物品の購入や機械類の部品の手配・入手手続きはキュ

ーバでは非常に煩雑さを伴い時間を要することから調達を担当するカウンターパートの配置

を確保する。農業機械類の購入にあたっては、メンテナンスや消耗品類の購入の容易さ、燃

料種類の入手可能性などを十分に考慮して購入先の選定、機種の選定を行う。専門家の派遣

では、ポストハーベストと普及の部分のキューバ側の要求があいまいな部分が残っているの

でプロジェクト開始までに詳細を詰める必要がある。 

種子更新は、単に種子を新しいものと交替するだけではその増収効果はさほど大きくはな

く（キューバでの事例として赤米の混入程度がひどい時は大幅な増収があるようであるが）、

収量性が高い、病害虫に強く減収を抑制する、倒伏抵抗性が強く収量が安定するなどの優良

特性をもった品種に変更することにより大幅な収量増が実現する。よって、本プロジェクト

では積極的に新品種の導入を図ることが重要である。IIGranos は 10 品種程度を採種対象品種

として考えているが、品種の数が増えるほどに機械類の掃除、それに伴う種子の廃棄、品種

の混入など採種の効率性は低下する。このため、対象品種数は必要 小限に絞った方がよい。 

 

７－２ 団長所感 

当該プロジェクトの前身である「自由流通米証明種子の生産システムの強化プロジェクト」の

終了から 1 年弱経過したばかりであるが、キューバの米生産状況は大きく変化していた。いわゆ

る「自由流通米」と「政府米」という区別は既になくなっており、本プロジェクトタイトルの一

部も「自由流通米」から広く「米」という名称に変更を余儀なくされた。これは 2008 年に発行さ

れた「法令 259」による遊休地活性化の方針により、急激に個人農家による稲作栽培及び協同組

合の数が増えたことと大きく関係するが、いずれにしてもこの流れに沿って、優良種子の需要も

予想以上に増えてきており、プロジェクトによる種子増産の支援は喫緊の課題となっている。 

キューバの米自給率は約 30％と言われており、残りはベトナムを中心とする国々から輸入して
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いるが、本調査における各関連機関訪問時やミニッツ署名時における農業副大臣の挨拶の中にも

「食糧安全保障」という単語が随所に使われており、キューバが本プロジェクトの成果を食糧安

全保障に結びつけて捉えていることが伺えた。食糧自給にあたってはプロジェクト目標である証

明種子の増産達成のあと、一般農家における消費用米の増産ステージを強化する必要もあるとこ

ろ、調査団からはミニッツ協議の中で、一般農家への種子購入支援に係る活動を盛り込むべく提

案したが、本プロジェクトにおいては証明種子の生産に集中してほしい旨先方より言及があり、

現在のプロジェクトデザインに落ち着いている。一般農家への支援に関しては、今回訪問した穀

物研究所 IIGranos 敷地内にベトナムから供与されたばかりのトラクター類がいくつも並んでいた

ことや、農産加工複合体（CAI）でベトナム人専門家が活動していることからも、キューバ政府

はベトナム等他ドナーからの技術支援を組み合わせて米増産を図っていく計画があるものと思料

される。ちなみにキューバ共産党機関紙である「GRAMMA」紙によれば、農業、バイオテクノ

ロジー、建設、情報通信、観光、スポーツ等多岐にわたる分野の経済協力協定がベトナムとの間

で 2009 年に結ばれており、今後も継続した支援が行われていくものと思われるが、ベトナムの当

該稲作分野の協力状況について当局に照会しても「日本側支援との重複はない」、といった回答が

あるのみで、残念ながら他ドナーとの連携可能性について分析することはできなかった。 

なお、本プロジェクトは上記食糧安全保障と同時に気候変動適応策としての貢献要素も含んで

いる。キューバにおいては乾季が長くなっている、との声が地方の農業普及員から聞かれたこと

からも、乾燥に強い品種の提供が農家から望まれていることは確かであり、本プロジェクトの活

動においては農家の要望を的確に捉え、気候変動に対応した品種を選択し、その種子を増産して

いくことが強く求められていると言える。 

本調査の 5 項目評価中「効率性」の項でも触れたが、キューバで新たにプロジェクトを実施し

ていく際には、機材類の調達、現地業務費による物品購入については特に余裕を持って手続きを

行っていく必要がある。キューバにおいては、カウンターパートとなる人材の技術力は決し低く

なく、また政変等に伴う急激な人事異動等の阻害要因も他の中南米諸国に比べれば少なく、プロ

ジェクトの実施体制としては安定しているといえるが、国内の物資は圧倒的に不足しており、資

材類の現地調達には予想以上の時間がかかるところ、派遣される専門家については「海水魚養殖」

をはじめとする現在進行中の案件からの「教訓」をしっかり押さえたうえで活動に臨むことが重

要であろう。 

今回の短い調査期間内で、キューバの米増産の全体図を捉えることに限界はあったものの、稲

作の栽培、加工、流通面でトップレベルの技術力を持つ日本への期待は非常に高いところ、他ド

ナーとの連携や情報交換にも適宜注意を払いつつ、キューバの米自給率向上に貢献するプロジェ

クトを早期に実施することは非常に意義のあることと思料する。 
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